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メ
デ
ィ
ア
が
つ
く
る
身
体

「
ダ
ウ
ン
グ
レ
ー
ド
し
て
裸
の
状
態
に
な
る
」〔
二
五
八
・
１
〕
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
、
二
〇
字
以
上
二
五
字
以
内
で
答
え
よ
。

「
一
度
埋
め
込
ま
れ
た
機
能
を
手
放
す
こ
と
は
実
に
難
し
い
。」〔
二
五
八
・
４
〕
の

は
な
ぜ
か
。
空
欄
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
三
〇
字
以
内
で
答
え
よ
。

①　
社
会
は

い
く
か
ら
。

②　
社
会
が

い
る
か
ら
。

1213

「
メ
デ
ィ
ア
が
変
化
さ
せ
る
」〔
二
五
八
・
７
〕と
あ
る
が
、何
を
変
化
さ
せ
る
の
か
。「
社

会
」「
個
人
」「
期
待
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
四
〇
字
以
上
五
〇
字
以
内
で

答
え
よ
。

本
文
の
論
の
進
め
方
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

ア　

大
き
な
問
題
の
枠
組
み
と
自
ら
の
見
解
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、

例
示
と
考
察
を
重
ね
な
が
ら
論
を
発
展
さ
せ
、
最
後
に
冒
頭
の
問
題
に
戻
る
。

イ　

身
近
な
事
例
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
を
論
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
具
体
的

な
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
、
最
終
的
に
抽
象
的
な
結
論
を
導
く
。

ウ　

大
き
な
問
題
の
枠
組
み
と
自
ら
の
見
解
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、

具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
、
最
終
的
に
抽
象
的
な
結
論
を

導
く
。

エ　

身
近
な
事
例
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
を
論
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
例
示
と

考
察
を
重
ね
な
が
ら
論
を
発
展
さ
せ
、
最
後
に
冒
頭
の
問
題
に
戻
る
。

1415
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史
話

〔
教
科
書
〕P.
266
〜
P.
267

管く
わ
ん

鮑ぱ
う

之
交ハ

リ

次
の
漢
字
の
読
み
と
送
り
仮
名
を
平
仮
名
（
現
代
仮
名
遣
い
）
で
書
け
。

⑴
奔　

　

⑵
傅　

　

⑶
召　

⑷
中　

　

⑸
嘗　

　

⑹
怯　

次
の
語
句
の
意
味
を
書
け
。

⑴
無
道
〔
二
六
六
・
５
〕

⑵
九
合
〔
二
六
七
・
６
〕

⑶
一い
つ

匡　
〔
二
六
七
・
６
〕

次
の
意
味
を
表
す
漢
字
を
、
本
文
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
字
で
抜
き
出
せ
。

⑴
諸
侯
の
旗
頭
。　
　
　

⑵
逃
げ
る
。
去
る
。

⑶
守
り
役
を
務
め
る
。　

⑷
商
売
を
す
る
。

⑸
欲
張
り
。　
　
　
　
　

⑹
臆
病
者
。

⑴

　

⑵

　

⑶

　

⑷

　

⑸

　

⑹

次
の
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

⑴
襄じ
や
う

公　

為　

弟　

無む

知ち

所

弑
、〔
二
六
六
・
７
〕

⑵
鮑は
う

叔し
ゆ
く　

不

以　

為

貪
。〔
二
六
七
・
２
〕

⑶
知

時　

有

利　

不　

利　

也
。〔
二
六
七
・
３
〕

1

ル

タ
リ

ク

ツ

テ

2

シ
き
や
う
セ
ル
ハ

34

こ
う
ハ

リ二

ノ

ト
一レ

し
い
ス
ル

二

ツ
テ

サ
一レ

た
ん
ト

レ
バ三

ニ

ル
ヲ二

ト

ト
一

次
の
人
物
の
関
係
を
表
し
た
図
の
空
欄
に
、
本
文
・
脚
注
を
参
考
に
し
な
が

ら
適
当
な
人
物
名
（
呼
称
）
を
入
れ
よ
。

■

先祖
①

呂尚
りょしょう

〈人物相関図〉

襄　公
じょう　こう

無　知

（桓公）　＝
かんこう

鮑　叔
ほう しゅく

殺害

　＝

守り役

守り役

・　に亡命。
きょ

・覇者になる。

・魯に亡命。
ろ

登用

交友

兄

弟

弟

②

③ ④

斉

内容の整理

語句・句法

定価7００円（本体636円）
B5判 148P

付属品
◦別冊 解答・解説編 60P

定価57０円（本体518円）
B5判 11６P

付属品
◦別冊 解答・解説編 52P

定価68０円（本体618円）
B5判 144P

付属品
◦別冊 解答・解説編 72P

精選言語文化
学習課題ノート

精選現代の国語
学習課題ノート

現代の国語
学習課題ノート

▶	�準備段階と、本文読解に即した「読解」の
　２つのステップで構成。

▶	�選択肢、語句の抽出、字数指定記述を中心とした、
　生徒が自力で取り組みやすい問い方。

▶	「新傾向入試」に対応した問題も採録。

▶	�準備段階と、本文読解に即した
「読解」の2つのステップで構成。

▶	�「内容の整理」は、
　文章全体の流れをつかめるので、
　試験前の内容確認に最適。

▶	記述式問題では、
　生徒の読解力が身につくよう、
　多様なパターンの問題を用意。

教材内の人間関係を問うページ
を設けました。

漢文編

「羅生門」「富嶽百景」については、小説の読
解問題のほか、教科書掲載の評論との読み
比べ問題を掲載しています。

（※「富嶽百景」は「現代の国語」のみ掲載）
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助
動
詞
と
助
詞
の
確
認
ペ
ー
ジ

ｄ　
「
け
り
」　

接
続　

活
用
語
の

⑦

 

①　

　

②　

　

③　

　

④　

 

⑤　

　

⑥　

　

⑦　

　

⑧　

　

次
の
傍
線
部
の
助
動
詞
の
文
法
的
意
味
、
終
止
形
と
こ
こ
で
の
活
用
形
を
そ
れ

ぞ
れ
答
え
よ
。

①　
護
法
も
つ
か
ね
ば
、
あ
つ
ま
り
ゐ
念
じ
た
る
に
、〔『
枕
草
子
』・
第
二
十
三
段
〕

 
 

・　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　

形

②　
上か
ん

達だ
ち

部め

な
ど
み
な
出い

で
給た
ま

ひ
ぬ
。〔『
枕
草
子
』・
第
二
十
三
段
〕

 
 

・　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　

形

③　
人
出
だ
し
て
問
は
す
る
に
、〔『
枕
草
子
』・
第
二
十
三
段
〕

 
 

・　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　

形

④　
扇
、
畳た
た
う

紙が
み

な
ど
昨よ

夜べ

枕ま
く
ら

上が
み

に
置
き
し
か
ど
、〔『
枕
草
子
』・
第
六
十
一
段
〕

 
 

・　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　

形

⑤　
昼
の
ほ
ど
の
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
む
事
な
ど
も
、〔『
枕
草
子
』・
第
六
十
一
段
〕

 
 

・　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　

形

⑥　
風
の
吹
き
ゆ
る
が
す
も
、
ふ
と
お
ど
ろ
か
る
。〔『
枕
草
子
』・
第
二
十
七
段
〕

 
 

・　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　

形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

文
法
的
意
味

過
去
・﹇
⑧
﹈

け
り

助
動
詞
の
文
法
的
意
味
と
活
用
形

　

次
の
文
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
適
当
な
言
葉
を
入
れ
よ
。

　

助
動
詞
は
、
付
属
語
で
①

が
あ
り
、
多
く
は
②

に
付
く
が
、
名
詞
や
副
詞
、
助
詞
、
他
の
助
動
詞
に
付
く
も
の
も
あ
る
。
話
し

手
の
意
図
や
判
断
を
表
し
た
り
、
あ
る
③

を
添
え
た
り
す
る
。

　

次
の
助
動
詞
の
活
用
表
を
完
成
さ
せ
、
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
入
れ
よ
。

ａ　
「
る
」　

接
続　

①

・
ナ
変
・
ラ
変
動
詞
の
未
然
形

ｂ　
「
べ
し
」　

接
続　

活
用
語
の

③

（
ラ
変
型
活
用
語
に
は

④

）

ｃ　
「
な
り
」　

接
続　

体
言
・
活
用
語
の

⑥

・
副
詞
・
助
詞

助
動
詞
と
は

主
な
助
動
詞

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

文
法
的
意
味

自
発
・﹇
②
﹈

受
身
・
尊
敬

る

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

文
法
的
意
味

推
量
・﹇
⑤
﹈

可
能
・
当
然

命
令
・
適
当

べ
し

（
断
定
）

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

文
法
的
意
味

断
定
・
存
在

な
り

基礎的な文法事項の定着が
図れる特設ページを設けました。

古文編

特に「思考力・判断力・表現力」を用いて
総合的に考える必要がある設問には

 　  マークを付し、 学習状況の評価を

スムーズに行えるようにしました。
「現代の国語」、「言語文化」、
「論理国語」、「文学国語」、
「古典探究」の全書目共通です。
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メ
デ
ィ
ア
が
つ
く
る
身
体

「
ダ
ウ
ン
グ
レ
ー
ド
し
て
裸
の
状
態
に
な
る
」〔
一
三
〇・１
〕
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
二
〇
字
以
上
二
五
字
以
内
で
答
え
よ
。

　「
一
度
埋
め
込
ま
れ
た
機
能
を
手
放
す
こ
と
は
実
に
難
し
い
。」〔
一
三
〇
・
４
〕
の

は
な
ぜ
か
。
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
そ
れ
ぞ

れ
三
〇
字
以
内
で
答
え
よ
。

①
　社
会
は

い
く
か
ら
。

②
　社
会
が

い
る
か
ら
。

12

学
習
の
手
引
き
5
▼

13

「
メ
デ
ィ
ア
が
変
化
さ
せ
る
」〔
一
三
〇・７
〕と
あ
る
が
、何
を
変
化
さ
せ
る
の
か
。「
社

会
」・「
個
人
」・「
期
待
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
四
〇
字
以
上
五
〇
字
以
内
で

答
え
よ
。

本
文
の
論
の
進
め
方
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

ア
　大
き
な
問
題
の
枠
組
み
と
自
ら
の
見
解
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、

例
示
と
考
察
を
重
ね
な
が
ら
論
を
発
展
さ
せ
、
最
後
に
冒
頭
の
問
題
に
戻
る
。

イ
　身
近
な
事
例
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
を
論
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
具
体
的

な
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
、
最
終
的
に
抽
象
的
な
結
論
を
導
く
。

ウ
　大
き
な
問
題
の
枠
組
み
と
自
ら
の
見
解
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、

具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
、
最
終
的
に
抽
象
的
な
結
論
を

導
く
。

エ
　身
近
な
事
例
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
を
論
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
例
示
と

考
察
を
重
ね
な
が
ら
論
を
発
展
さ
せ
、
最
後
に
冒
頭
の
問
題
に
戻
る
。

1415
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メ
デ
ィ
ア
が
つ
く
る
身
体

「
ダ
ウ
ン
グ
レ
ー
ド
し
て
裸
の
状
態
に
な
る
」〔
一
三
〇・１
〕
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
二
〇
字
以
上
二
五
字
以
内
で
答
え
よ
。

　「
一
度
埋
め
込
ま
れ
た
機
能
を
手
放
す
こ
と
は
実
に
難
し
い
。」〔
一
三
〇
・
４
〕
の

は
な
ぜ
か
。
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
そ
れ
ぞ

れ
三
〇
字
以
内
で
答
え
よ
。

①
　社
会
は

い
く
か
ら
。

②
　社
会
が

い
る
か
ら
。

12

学
習
の
手
引
き
5
▼

13

「
メ
デ
ィ
ア
が
変
化
さ
せ
る
」〔
一
三
〇・７
〕と
あ
る
が
、何
を
変
化
さ
せ
る
の
か
。「
社

会
」・「
個
人
」・「
期
待
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
四
〇
字
以
上
五
〇
字
以
内
で

答
え
よ
。

本
文
の
論
の
進
め
方
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

ア
　大
き
な
問
題
の
枠
組
み
と
自
ら
の
見
解
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、

例
示
と
考
察
を
重
ね
な
が
ら
論
を
発
展
さ
せ
、
最
後
に
冒
頭
の
問
題
に
戻
る
。

イ
　身
近
な
事
例
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
を
論
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
具
体
的

な
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
、
最
終
的
に
抽
象
的
な
結
論
を
導
く
。

ウ
　大
き
な
問
題
の
枠
組
み
と
自
ら
の
見
解
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、

具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
、
最
終
的
に
抽
象
的
な
結
論
を

導
く
。

エ
　身
近
な
事
例
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
を
論
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
例
示
と

考
察
を
重
ね
な
が
ら
論
を
発
展
さ
せ
、
最
後
に
冒
頭
の
問
題
に
戻
る
。

1415

51

メ
デ
ィ
ア
が
つ
く
る
身
体

「
ダ
ウ
ン
グ
レ
ー
ド
し
て
裸
の
状
態
に
な
る
」〔
一
三
〇・１
〕
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
二
〇
字
以
上
二
五
字
以
内
で
答
え
よ
。

　「
一
度
埋
め
込
ま
れ
た
機
能
を
手
放
す
こ
と
は
実
に
難
し
い
。」〔
一
三
〇
・
４
〕
の

は
な
ぜ
か
。
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
そ
れ
ぞ

れ
三
〇
字
以
内
で
答
え
よ
。

①
　社
会
は

い
く
か
ら
。

②
　社
会
が

い
る
か
ら
。

12

学
習
の
手
引
き
5
▼

13

「
メ
デ
ィ
ア
が
変
化
さ
せ
る
」〔
一
三
〇・７
〕と
あ
る
が
、何
を
変
化
さ
せ
る
の
か
。「
社

会
」・「
個
人
」・「
期
待
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
四
〇
字
以
上
五
〇
字
以
内
で

答
え
よ
。

本
文
の
論
の
進
め
方
の
説
明
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

ア
　大
き
な
問
題
の
枠
組
み
と
自
ら
の
見
解
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、

例
示
と
考
察
を
重
ね
な
が
ら
論
を
発
展
さ
せ
、
最
後
に
冒
頭
の
問
題
に
戻
る
。

イ
　身
近
な
事
例
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
を
論
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
具
体
的

な
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
、
最
終
的
に
抽
象
的
な
結
論
を
導
く
。

ウ
　大
き
な
問
題
の
枠
組
み
と
自
ら
の
見
解
を
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
う
え
で
、

具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
考
察
を
加
え
て
、
最
終
的
に
抽
象
的
な
結
論
を

導
く
。

エ
　身
近
な
事
例
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
を
論
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
例
示
と

考
察
を
重
ね
な
が
ら
論
を
発
展
さ
せ
、
最
後
に
冒
頭
の
問
題
に
戻
る
。
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10ルリボシカミキリの青◆◇◆

▪
　
次
の
空
欄
に
、
本
文
中
の
適
当
な
言
葉
を
入
れ
て
、
全
体
を
ま
と
め
よ
。

子
供
の
頃
の
「
私
」
〔
初
め
～
一
三
・
9
〕

　 〔
①

　
　
　
　
　
　
〕が
好
き
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と〔
②

　
　
　
　
　
　
　
　
〕へ
の
希
求

　 〔
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕の
青
に
ひ
か
れ
た
。

「
私
」
の
原
点
〔
一
五
・
15
～
終
わ
り
〕

❹
　
次
の
語
句
を
用
い
て
短
文
を
作
れ
。

　
⑴
　
も
っ
て
し
て
も

　
　 

　
⑵
　
…
だ
ろ
う
が
…
だ
ろ
う
が

　
　 

❺�

　
次
の
語
句
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
選
べ
。

　
⑴
　
そ
の
都
度

　
　
ア
　
そ
の
と
き
だ
け

　
　
イ
　
そ
の
た
び
ご
と
に

　
　
ウ
　
そ
の
こ
と
が
あ
る
と

　
⑵
　
息
を
殺
す

　
　
ア
　
呼
吸
す
る
の
も
忘
れ
て
熱
中
す
る

　
　
イ
　
呼
吸
を
止
め
て
ゆ
っ
く
り
見
つ
め
る

　
　
ウ
　
呼
吸
を
抑
え
て
じ
っ
と
し
て
い
る

「
君
」
へ
の
助
言
〔
一
三
・
11
～
一
五
・
13
〕

　 

好
き
な
も
の
が
あ
る
こ
と

　
　

　
　

鉄
道
→〔
④

　
　
　
　
〕を
そ
ら
ん
じ
る
。

　
　
→
地
形
図
や〔
⑤

　
　
　
　
　
〕を
調
べ
る
。

　
　
→
図
書
館
に
行
っ
て
本
を
探
す
。

星
の
光
→
夕
方
の
空
の
小
さ
な
星
の
瞬
き
に
気
づ
く
。

　
　
　
→ 

僅
か
な
光
が
果
て
し
な
く〔
⑥

　
　
　
　
〕に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

「
私
」
の
原
点
。

世
界
の
あ
り
よ
う
を

〔
⑩

　
　
　
　
〕し
た
い
。

何
か
一
つ〔
⑦

　
　
　
　
　
　
　
〕が
あ
る
こ
と
が
君
を
励
ま
し
続
け
る
。

ル
リ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ
の
青
に
震
え
た〔
⑧

　
　
　
　
〕

「
私
」
の〔
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

例

◇◆◇ 

ま
と
め 
◇◆◇

「語句・漢字・表現」の発展問題

▶	「古文編」「漢文編」では、
　教材本文を掲載。
　重要な部分の現代語訳や
　書き下し文を
　空欄補充させる形式。

▶	選択肢、語句の抽出、
　字数指定記述を中心とした、
　生徒が自力で取り組みやすい
　問い方。

▶	共通テストを見据えた
　チャレンジ問題として、
　複数テキストの
　読み比べ問題を採録。

教材本文を掲載した「古文編」「漢文編」は、
授業でも活用しやすいワークブック形式。

「まとめ」の問題

▶	漢字・語句問題が
　「基本」「発展」の２段階式で充実。
　最後の「まとめ」で
　キーワードや全体構成を確認。

▶	読解問題は、
　本文を丁寧に読み取っていけば
　解答にたどり着ける、
　答えやすく力がつく設問で構成。

▶	教科書のコラム教材や
　言語活動教材も踏まえ、
　グラフの読み取りや、
　文章の読み比べなどの
　問題も掲載。

定価66０円（本体600円）
B5判 1２8P

付属品
◦別冊 解答・解説編 64P

定価51０円（本体464円）
B5判 80P

付属品
◦別冊 解答・解説編 40P

新編言語文化
学習課題ノート

新編現代の国語
学習課題ノート

「現代文編」の「まとめ」では、
キーワードや全体構成を確認。

89
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▶	「精選論理国語」「新編論理国語」
　学習課題ノートには、
　小説の定番教材３作品の本文と問題を
　コンパクトにまとめた冊子
　「小説三選」付属版もご用意しています。

意味段落ごとに丁寧に捉えていく読解問題
▶	選択肢、語句の抽出、
　字数指定記述を中心とした、
　生徒が自力で取り組みやすい
　問い方。

▶	解答・解説編では、解答を示す
　だけでなく、なぜそのような解答
　になるのかを丁寧に解説。

▶	�教科書の附録やコラムに対応した
　豊富な特設ページ。
　（「評論読解へのアプローチ」、
　「文章を読み比べるために」など）

▶	漢字・語句問題が
　「基本」「発展」の２段階式で充実。
　最後の「まとめ」で
　キーワードや全体構成を確認。

▶	読解問題は、
　本文を丁寧に読み取っていけば
　解答にたどり着ける、
　答えやすく力がつく設問で構成。

▶	�教科書の言語活動教材や
　コラム教材も踏まえ、
　グラフの読み取りや、
　言葉に関するパズルなどの
　問題も掲載。

定価66０円（本体600円）
B5判 1２8P

付属品
◦別冊 解答・解説編 64P

定価68０円（本体618円）
B5判 144P

付属品
◦別冊 解答・解説編 76P

新編論理国語
学習課題ノート

精選論理国語
学習課題ノート

「まとめ」の問題

精選論理国語　学習課題ノート
「小説三選」付属版  定価840円（本体764円）

新編論理国語　学習課題ノート
「小説三選」付属版  定価820円（本体745円）

小説三選
B5判 ７２P

教科書コラム「図像を読み解くために」に
対応した演習問題ページ。
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②

に
当
て
は
ま
る
【
文
章
Ⅰ
】
の
引
用
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中

か
ら
一
つ
選
べ
。

ア　
〈
彼
の
頭
は
出
入
り
口
を
塞
ぐ
コ
ロ
ッ
プ
の
栓
と
な
る
に
す
ぎ
な
〉
か
っ
た

〔
五
八
・
５
〕

イ　
〈
彼
は
深
い
嘆
息
を
も
ら
し
た
が
、
あ
た
か
も
一
つ
の
決
心
が
つ
い
た
か
の

ご
と
く
つ
ぶ
や
い
た
〉〔
五
九
・
２
〕

ウ　
〈
山
椒
魚
は
岩
屋
の
出
入
り
口
に
顔
を
く
っ
つ
け
て
、
岩
屋
の
外
の
光
景
を

眺
め
〉
た
〔
五
九
・
15
〕

エ　
〈
山
椒
魚
は
こ
れ
ら
の
小
魚
た
ち
を
眺
め
な
が
ら
、彼
ら
を
嘲
笑
し
〉
た
〔
六

〇
・
15
〕

オ　
〈
彼
は
再
び
全
身
の
力
を
込
め
て
、
う
し
ろ
に
身
を
退ひ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
〉〔
六
二
・
８
〕

二
人
の
生
徒
が
【
文
章
Ⅰ
】
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
次
は
、

そ
の
話
し
合
い
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

【
二
人
の
生
徒
に
よ
る
話
し
合
い
】

Ａ
さ
ん 　
【
文
章
Ⅰ
】
の
表
現
の
特
徴
と
し
て
、【
文
章
Ⅱ
】
で
は

ａ

と
欧

文
直
訳
調
を
挙
げ
て
い
る
ね
。

Ｂ
さ
ん　

欧
文
直
訳
調
は
、例
え
ば
【
文
章
Ⅰ
】
の

ｂ

に
見
ら
れ
る
と
思
う
。

34

Ａ
さ
ん 　

こ
の
よ
う
な
表
現
の
効
果
に
つ
い
て
、【
文
章
Ⅱ
】の
筆
者
は
、
ｃ

に
よ
り
、
笑
い
に
繫つ

な

が
る
と
述
べ
て
い
る
よ
。

⑴　

ａ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、【
文
章
Ⅱ
】
の
本
文
中
か
ら
三
字
で
抜
き

出
せ
。

 ⑵　

ｂ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選

べ
。

ア 　
〈
山
椒
魚
は
悲
し
ん
だ
。〉〔
五
八
・
１
〕
と
、
擬
人
法
を
用
い
て
山
椒
魚
を

描
写
し
て
い
る
点

イ 　
〈
彼
の
頭
は
出
入
り
口
を
塞
ぐ
コ
ロ
ッ
プ
の
栓
と
な
る
〉〔
五
八
・
５
〕
と
、

暗
喩
を
用
い
て
、
山
椒
魚
の
状
態
を
表
現
し
て
い
る
点

ウ 　
〈
彼
は
彼
自
身
の
背
中
や
尻
尾
や
腹
に
〉〔
五
九
・
１
〕
と
、「
彼
」
と
い
う

人
称
代
名
詞
を
多
用
し
て
い
る
点

エ 　
〈
あ
た
か
も
一
つ
の
決
心
が
つ
い
た
か
の
ご
と
く
つ
ぶ
や
い
た
〉〔
五
九
・
２
〕

と
、「
あ
た
か
も
〜
ご
と
く
」
と
い
う
硬
い
表
現
を
使
用
し
て
い
る
点

オ 　
〈
白
い
花
弁
は
よ
ど
み
の
水
面
…
小
さ
く
し
て
い
っ
た
。〉〔
六
一
・
２
〕
と
、

情
景
の
詳
細
な
描
写
を
し
て
い
る
点

⑶　

ｃ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、【
文
章
Ⅱ
】
の
本
文
中
か
ら
二
〇
字
で
抜

き
出
し
、
初
め
と
終
わ
り
の
五
字
を
示
せ
。

 
　

〜　
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次
の
【
文
章
Ⅰ
】
と
【
文
章
Ⅱ
】
は
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
筆
者
が
書
い
た

随
筆
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

【
文
章
Ⅰ
】

　

突
然
で
す
が
…
…
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。（
教
科
書
一
九
〇
ペ
ー
ジ
１
行

目
〜
一
九
六
ペ
ー
ジ
３
行
目
参
照
）

【
文
章
Ⅱ
】

　

ア
メ
リ
カ
の
高
校
を
…
…
眺
め
続
け
た
の
で
あ
る
。（
教
科
書
一
九
九
ペ
ー
ジ
１

行
目
〜
二
〇
三
ペ
ー
ジ
16
行
目
参
照
）

【
文
章
Ⅰ
】
と
【
文
章
Ⅱ
】
の
筆
者
の
日
本
語
と
の
関
係
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
次
の
文
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、

ａ

は

【
文
章
Ⅰ
】
の
本
文
中
か
ら
九
字
で
、

ｂ

は
【
文
章
Ⅱ
】
の
本
文
中
か
ら
一

六
字
で
、
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
せ
。（
句
読
点
や
記
号
等
も
一
字
と
数
え
る
。）

・【
文
章
Ⅰ
】…

ａ

か
ら
始
ま
っ
た
。

・【
文
章
Ⅱ
】…

ｂ

を
読
む
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

 

ａ　

 

ｂ　

■1

【
文
章
Ⅰ
】
と
【
文
章
Ⅱ
】
の
筆
者
が
ほ
か
の
言
語
と
比
較
し
て
感
じ
た
日
本
語

独
自
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
表
に
ま
と
め
た
。
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

⑴　

ａ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、【
文
章
Ⅰ
】
の
本
文
中
か
ら
三
字
で
抜
き

出
せ
。
ま
た
、

ｂ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、【
文
章
Ⅰ
】
の
本
文
中
か
ら

二
二
字
で
抜
き
出
し
、
初
め
と
終
わ
り
の
五
字
を
示
せ
。

ａ　ｂ　

　

〜　

⑵　

ｃ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、「
文
字
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
三
〇
字

以
内
で
答
え
よ
。

2

文
章

比
較
対
象

日
本
語
独
自
の
特
徴

【
文
章
Ⅰ
】

日
本
語
と

ａ

ｂ

と
い
う
特
徴

【
文
章
Ⅱ
】

日
本
語
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
・
中
国
語

ｃ

と
い
う
特
徴

二
つ
の
文
章
を
読
み
比
べ
よ
う
②

定価６70円（本体609円）
B5判 136P

付属品
◦別冊 解答・解説編 68P

定価750円（本体682円）
B5判 128P

付属品
◦別冊 解答・解説編 64P

文学国語
学習課題ノート

国語表現
ワークブック

会話文や図などの形式を用いた
問題を設けました。

二つの文章を読み比べて考える
演習問題を設けました。

▶	準備段階と、本文読解に即した「読解」の
　２つのステップで構成。

▶	選択肢、語句の抽出、字数指定記述を中心とした、
　生徒が自力で取り組みやすい問い方。

▶	大学入試を見据えた豊富な特設ページ。
　（新傾向入試に対応した読み比べ問題
　「二つの文章を読み比べよう」、
　教科書掲載筆者の別の文章による
　入試問題「実戦編」など）

▶	学校設定科目などで使用することができる副読本
　「文学国語セレクション」も発行。 16ページ

29

二
つ
の
文
章
を
読
み
比
べ
よ
う
①

に
、「
山
椒
魚
」
に
は
、〈
彼
を
狼
狽
さ
せ
且
つ
悲
し
ま
す
に
は
十
分
で
あ
つ
た
の

だ
。〉
な
ど
、〈
且
つ
〉
と
か
〈
に
は
十
分
〉
と
か
、
漢
語
調
や
欧
文
直
訳
調
が
わ
ざ

と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
げ
さ
な
表
現
と
卑
小
な
存
在
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
ま
た
、

笑
い
を
誘
う
。

　

で
は
、「
山
椒
魚
」
は
、
滑
稽
小
説
と
い
う
だ
け
で
済
ま
し
て
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
う
は
い
か
な
い
。
　

山
椒
魚
は
、
単
な
る
山
椒
魚
を
脱
し
て
、
だ
ん
だ
ん
人
間
、

つ
ま
り
我
々
自
身
の
姿
に
重
な
っ
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。〈
彼
は
岩
屋
の
な
か
を
許

さ
れ
る
か
ぎ
り
広
く
泳
ぎ
ま
は
つ
て
み
よ
う
と
し
た
。
人
々
は
思
ひ
ぞ
屈
し
た
場
合
、

部
屋
の
な
か
を
屢し

ば

々し
ば

こ
ん
な
具
合
に
歩
き
ま
は
る
も
の
で
あ
る
。〉

　

な
ど
と
、
山
椒
魚
の
存
在
が
、
我
々
自
身
に
重
な
っ
て
来
る
と
、
岩
屋
に
閉
じ
込

め
ら
れ
て
出
ら
れ
な
い
と
い
う
あ
り
方
も
ま
た
、
我
々
自
身
の
あ
り
方
に
ほ
か
な
ら

な
い
こ
と
が
納
得
さ
れ
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。

 

（「
井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

の
笑
い　
　
『
山
椒
魚
』」
羽は

鳥と
り

徹て
つ

哉や

）

（
注
）　

１　

フ
ロ
イ
ト
…
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精
神
医
学
者
。
精
神
分
析
の
創
始
者
。

２　
「
幽
閉
」…「
山
椒
魚
」
の
元
と
な
っ
た
作
品
。

【
文
章
Ⅰ
】
は
「
山
椒
魚
」
と
い
う
小
説
の
一
部
で
あ
る
、
こ
の
小
説
の
作
者
の

作
品
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

ア　
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

イ　
「
三
四
郎
」「
草
枕
」

ウ　
「
黒
い
雨
」「
さ
ざ
な
み
軍
記
」

エ　
「
高
瀬
舟
」「
山
椒
大
夫
」

オ　
「
斜
陽
」「
人
間
失
格
」

③

1

傍
線
部
①
「
笑
い
の
理
論
」
と
あ
る
が
、「
山
月
記
」
と
「
山
椒
魚
」
を
笑
い
の

理
論
に
基
づ
い
て
分
析
し
、次
の
よ
う
な
図
に
ま
と
め
た
。
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

⑴　

ａ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、【
文
章
Ⅱ
】
の
本
文
中
か
ら
七
字
で
抜
き

出
し
、

ｂ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、【
文
章
Ⅱ
】
の
本
文
中
か
ら
一
〇
字

で
抜
き
出
せ
。

ａ　

 

ｂ　

⑵　

ｃ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、【
文
章
Ⅱ
】
の
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て

三
〇
字
以
内
で
答
え
よ
。

2

笑
い
の
条
件

条
件
①　

予
想
と
実
際
と
の
間
に
ず
れ
が
あ
る

「
山
月
記
」…
〇　
　

事
例
：

ａ

「
山
椒
魚
」…
〇　
　

事
例
：
山
椒
魚
が
擬
人
化
さ
れ
て
い
る

条
件
②　

条
件
①
の
ず
れ
が

ｂ

も
の
で
あ
る

「
山
月
記
」…
×

「
山
椒
魚
」…
〇

理
由
１　

山
椒
魚
は

ｃ

か
ら

理
由
２　

 

山
椒
魚
が
悲
し
ん
だ
り
、岩
屋
の
口
に
頭
が
つ
か
え
て
出

て
来
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、我
々
を
安
心
さ
せ
る
か
ら

 

←

「
山
月
記
」
は
笑
え
な
い
が
、「
山
椒
魚
」
は
笑
え
る
。

4550

▶	面接で話したり、志望書類に書いたり、
	 小論文を書く力をつけるための準備
	 段階のワークが充実。

▶	�「間違い修正」「場にふさわしい表現」
「話し言葉・書き言葉」など、適切に書
いたり話したりするための言葉の基礎
問題を全単元末に用意。

▶	�解答・解説編には本体紙面を掲載。
解答を赤文字で示し、自学自習にも
使いやすい構成。

単元内容にも関連した、
言葉の基礎問題が充実。

教科書の流れに沿って、学習活動のポイントをつかむ
ための問題や、学習活動に役立つ記入欄を用意。

1213

国
語
教
材
の
ご
案
内

高
等
学
校
用

教科書
準拠教材
一覧

改訂教科書
準拠教材

継続教科書
準拠教材

副読本

入門

古典文法

便覧

漢文

漢字

教材一覧

東書Eネット



定価620円（本体564円）
B5判 92P

付属品
◦別冊 解答・解説編 24P

定価63０円（本体573円）
B5判 144P

付属品
◦別冊 解答・解説編 68P

精選古典探究 学習課題ノート

▶	基礎＋読解＋発展の３段階構成。

▶	豊富な特設ページ。
　（「古文・漢文学習のために」
　「読み比べのために」
　「新傾向入試」対応問題などの
　「実戦編」）

▶	プロセスを丁寧に示した
　解答・解説編。

漢文編 古文編

「新傾向」問題も収録。

注目が高まっている
「読み比べ」のポイントを
解説した特設ページ。

教科書に掲載した
読み比べ教材についても
丁寧な準拠問題を採録。

古典の基礎事項が
確認できるページや、
読み比べのチャレンジ問題
などもご用意。

▶	内容の整理＋基本＋読解の３段階構成。

▶	選択肢・語句の抽出・字数指定記述を中心とした、
	 生徒が自力で取り組みやすい問い方。

▶	�共通テストでも注目の、
　複数テキストの読み比べ問題を採録。

定価6８０円（本体６１８円）
B5判 14８P

付属品
◦別冊 解答・解説編 68P

新編古典探究
学習課題ノート

漢文編では、
「内容の整理」の代わりに、
「人物関係図」を適宜掲載。

1415

国
語
教
材
の
ご
案
内

高
等
学
校
用

教科書
準拠教材
一覧

改訂教科書
準拠教材

継続教科書
準拠教材

副読本

入門

古典文法

便覧

漢文

漢字

教材一覧

東書Eネット



❶   

李
徴
は
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
虎
に
な
っ
た
か
。
ま
た
、
そ
の
と
き
、
李
徴
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
、
考
え
た
か
。

❷   

李
徴
は
自
ら
の
詩
を
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
袁
傪
に
伝
え
、
ま
た
、
袁
傪
は
そ
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
。

❸   「
臆
病
な
自
尊
心
」〔
六
八
・
５
〕、「
尊
大
な
羞
恥
心
」〔
六
八
・
８
〕
に
着
目
し
、
虎
に
な
っ
た
李
徴
の
悲
劇
は
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
あ
る
か
考
え
よ
う
。

❹   

虎
に
変
身
す
る
と
い
う
設
定
は
、
こ
の
小
説
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
。

手
引
き

学
習
の

①
次
の
傍
線
部
の
仮
名
を
漢
字
に
直
そ
う
。

地
方
カ
ン
リ　
　

ヒ
ン
キ
ュ
ウ
に
あ
え
ぐ　
　

山
野
を
ソ
ウ
サ
ク
す
る　

意
見
が
シ
ョ
ウ
ト
ツ
す
る　
　

ザ
ン
ギ
ャ
ク
な
行
い　
　

土
砂
に
マ
イ
ボ
ツ
す
る

格
調
コ
ウ
ガ　
　

コ
ッ
ク
精
励
す
る　
　

技
を
み
が
く　
　

事
実
を
バ
ク
ロ
す
る

タ
イ
ダ
な
生
活　
　

地
に
ふ
す

語
彙

漢
字

と

72小説・詩歌編

中島　敦

東
京
都
に
生
ま
れ
た
。
小
説
家
。
近
代
知
識
人
の
自
意
識
に
よ
る
苦
悩
と
孤
独
を
、
主
に
中
国
古
典
の
教
養
を
も

と
に
し
た
知
的
表
現
に
よ
っ
て
描
き
、
独
自
の
文
学
世
界
を
築
い
た
。
主
な
著
作
に
、『
光
と
風
と
夢
』『
弟
子
』

『
李り

陵り
ょ
う

』
な
ど
が
あ
る
。「
山
月
記
」
は
、『
古こ

譚た
ん

』
の
一
編
と
し
て
雑
誌
『
文
学
界
』（
一
九
四
二
年
二
月
）
に
発

表
。
本
文
は
『
中
島
敦
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
七
六
年
刊
）
に
よ
る
。

■
一
九
〇
九
年
﹇
明
治
42
﹈
│
一
九
四
二
年
﹇
昭
和
17
﹈

定番の近代小説や詩歌、
特色豊かな現代小説を
採録しています。

多様なテーマの随筆や、
文学について論じた評論を
採録しています。

本文に加え、脚注・脚問・手引きを掲載。
授業で使用するのに便利です。

▶	学校設定科目などで使用できる副読本。

▶	別冊の解答・解説編が付属するため、
　自学自習にも使用可能。

▶	�指導書PDF・本文データ・総ルビ本文データ・
評価問題・ルーブリックといった、	
指導に役立つ教師用データもご用意。

厳選された文学作品で学習で  きる副読本 副読本

定価6００円（本体５４５円）
A5判 2４0P

付属品
◦別冊 解答・解説編 

文学国語セレクション

1
隴
西　

李
徴
の
父
祖
の
地
。

地
図
参
照
。

2
博
学
才
穎　

知
識
が
豊
富

で
才
知
が
非
常
に
優
れ
て

い
る
こ
と
。

3
天
宝　

唐
の
玄げ

ん

宗そ
う

帝
の
時

代
の
年
号
。〔
七
四
二
│

七
五
六
〕

4
名
を
虎
榜
に
連
ね　

進
士

（
官
吏
登
用
試
験
）
合
格

者
と
し
て
虎
榜
（
木
札
）

に
姓
名
を
記
さ
れ
。

5
江
南
尉
に
補
せ
ら
れ　

江

南
（
地
図
参
照
）
地
方
の

警
察
司
法
官
に
任
ぜ
ら
れ
。

6
狷
介　

他
と
た
や
す
く
協

調
し
な
い
性
質
。

7
自
ら
恃
む
自
負
心
を
持
つ
。

8 
故
山　

故
郷
。
か
つ
て
住

ん
だ
土
地
。

9
虢
略　

李
徴
の
住
ま
い
の

隴ろ
う

西せ
い

の
李り

徴ち
ょ
う
は
博
学
才さ

い

穎え
い

、
天
宝
の
末
年
、
若
く
し
て
名
を
虎こ

榜ぼ
う

に
連
ね
、
つ
い
で
江こ

う

南な
ん

尉の
い

に
補
せ
ら

れ
た
が
、
性
、
狷け

ん

介か
い

、
自
ら
恃た

の

む
と
こ
ろ
す
こ
ぶ
る
厚
く
、
賤せ

ん

吏り

に❖
甘
ん
ず
る
を❖
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。

い
く
ば
く
も
な
く
官
を
退
い
た
後
は
、
故こ

山ざ
ん

、
虢か

く
り
ゃ
く

略
に
帰き

臥が

し
、
人
と
交
わ
り
を
絶
っ
て
、
ひ
た
す
ら
詩

作
に
ふ
け
っ
た
。
下
吏
と
な
っ
て
長
く
膝
を
俗
悪
な
大
官
の
前
に
屈
す
る
よ
り
は
、
詩
家
と
し
て
の
名
を

死
後
百
年
に
遺の

こ

そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
名
は
容
易
に
揚
が
ら
ず
、
生
活
は
日
を
追
う
て
苦

し
く
な
る
。
李
徴
は
よ
う
や
く
焦❖
燥
に
駆
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
頃
か
ら
そ
の
容
貌
も
峭し

ょ
う
こ
く
刻
と
な
り
、
肉
落

ち
骨
秀ひ

い

で
、
眼
光
の
み
い
た
ず
ら
に
炯け

い

々け
い

と
し
て
、
か
つ
て
進
士
に
登
第
し
た
頃
の
豊ほ

う
き
ょ
う

頰
の
美
少
年
の
面

影
は
、
ど
こ
に
求
め
よ
う
も
な
い
。
数
年
の
後
、
貧
窮
に
堪
え
ず
、
妻
子
の
衣
食
の
た
め
に
つ
い
に
節
を

屈
し
て
、
再
び
東
へ
赴
き
、
一
地
方
官
吏
の
職
を
奉
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
こ
れ
は
、
己
の
詩
業

に
半
ば
絶
望
し
た
た
め
で
も
あ
る
。
か
つ
て
の
同
輩
は
既
に
は
る
か
高
位
に
進
み
、
彼
が
昔
、
鈍
物
と
し

て
歯❖
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
そ
の
連
中
の
下
命
を
拝
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
、
往
年
の
儁し

ゅ
ん
さ
い
才
李
徴
の
自
尊

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

山
月
記

中な
か

島じ
ま

敦あ
つ
し

登
場
人
物
の
心
情
を
表

現
に
即
し
て
把
握
し
、

主
人
公
の
内
面
と
苦
悩

に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

ポイント

60小説・詩歌編

510

教師用データ配信サイトのURL・パスワードは、 
ご採用いただいた学校宛にお届けしている 
「教師用WEBデータダウンロードのご案内」の
用紙に記載しています。

1617

国
語
教
材
の
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案
内

高
等
学
校
用

教科書
準拠教材
一覧

改訂教科書
準拠教材

継続教科書
準拠教材

副読本

入門

古典文法

便覧

漢文

漢字

教材一覧

東書Eネット



定価38０円（本体345円）
B5判 32P

付属品
◦別冊 解答編 12P
◦確認テスト

シリーズの
ポイント

一人でチャレンジ
できる「確認テスト」

◦�「大学入学共通テスト」を見据えて、複数の文章の読み比べや、グラフ・表などの資料の読
み解きを扱った新傾向の問題を掲載。（ステップ・ハイブリッジ）

新傾向の問題を
掲載

◦基礎編（漢字、語句など）と総合編（現代文の読解と、古文・漢文の基礎問題など）の２部構成。
バランスのよい
２部構成

別売で「コンピュータ診断テスト」（定価220円（本体200円））あり。

定価38０円（本体345円）
B5判 32P

付属品
◦別冊 解答編 8P
◦確認テスト

高校国語への
ステップ

高校国語への
ハイブリッジ

特 徴

1

特 徴

2

特 徴

3

定価38０円（本体345円）
B5判 24P

付属品
◦別冊 解答編 4P
◦確認テスト

高校国語入門

◦「確認テスト」で、１冊の学習を通して身につけた力のチェックができます。

ご採用くださる先生方へ	
「入門」「ステップ」「ハイブリッジ」とも、
1 ワークブック本体、2 別冊解答編、3 確認テストおよび解答

につきまして、それぞれデータ（Wordデータ）をご用意しております。

高校国語
入門

高校国語への
ステップ

高校国語への
ハイブリッジ

ハ
イ
レ
ベ
ル

基
礎
力
重
視

中学国語の復習と、高校国語の 基礎固めに最適の問題集！ 入門

CD-ROMからの
ほか、Webからも
ご利用いただけます。

1819

▶	中学国語の総まとめと、
　高校国語の導入用に
		 最適の問題集。

▶	新入生の
	 入学準備用ワークの
	 ハイレベル版。

▶	基礎的事項を丁寧に
	 解説したコラムで、
	 自学自習を支援。	

国
語
教
材
の
ご
案
内

高
等
学
校
用

教科書
準拠教材
一覧

改訂教科書
準拠教材

継続教科書
準拠教材

副読本

入門

古典文法

便覧

漢文

漢字

教材一覧

東書Eネット



よくわかる
新選古典文法

新精選
古典文法　三訂版

受
験
・
ハ
イ
レ
ベ
ル

基
礎
力
重
視

これからの古典文法指導に役 立つ新しい文法書
古典
文法

紛
ら
わ
し
い
語
は
、
構
成
の
点
で
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。

a
一
語
…
助
詞
や
助
動
詞

b
他
の
語
の
一
部
…
用
言
の
活
用
語
尾
や
副
詞
の
一
部
な
ど

c
複
数
の
語
の
組
み
合
わ
せ
（
※
二
字
以
上
の
語
の
場
合
）

　
…
助
動
詞
+
助
詞
／
助
動
詞
+
助
動
詞
／
助
詞
+
助
詞
な
ど

b
+
c
…
用
言
の
活
用
語
尾
に
助
詞
・
助
動
詞
が
付
く
な
ど

識
別
の
着
目
点

上
の
語

… 

助
動
詞
や
助
詞
は
、
種
類
に
よ
っ
て
接
続
す
る
語
や
活
用
形
が

決
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
が
上
に
来
る
場
合
は
、
別

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

文
の
形

… 

そ
の
語
の
特
有
の
用
法
や
、
下
に
補
え
る
語
が
あ
る
か
ど
う
か

な
ど
で
識
別
す
る
。

意 

味

…
現
代
語
訳
や
、
取
り
除
い
て
も
意
味
が
通
じ
る
か
で
識
別
す
る
。

紛
ら
わ
し
い
語
の
識
別
例

着
目
点

識
別
の
方
法

用
　
例

出典・
参照P

が
上の語

意味

1 

格
助
詞
「
が
」

 

❶
主
格

 

❷
連
体
修
飾
格

体
言

+

　
　
※
❶
❷
の
区
別
は
意
味
か
ら
考
え
る
。

❶　「
雀
の
子
を
犬
君
が
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
の
、」

p.72 1

❷　
二
、三
十
人
の
中
で
、
わ
ず
か
に
一
人
か
二
人
で
あ
る
。

p.72 2

上の語

文の形

2 

格
助
詞
「
が
」

-同
格

連
体
形+

　
　
体
言

｛

　
連
体
形
の
下
に
体
言
が
補
え
る

そ
れ
ほ
ど
高
貴
な
身
分
で
は
な
い
〈
方
〉
で
、
と
り
わ
け
ご
寵

ち
ょ
う

愛あ
い

を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
〈
方
〉

が
い
た
。

p.72 3

上の語

文の形

意味

3 

接
続
助
詞
「
が
」

 

❶
逆
接
の
確
定
条
件

 

❷
単
純
接
続

連
体
形+

　
　
※
❶
❷
の
区
別
は
意
味
か
ら
考
え
る
。

  

体
言｝

　
連
体
形
の
下
に
体
言
が
補
え
な
い

❶　「
見
事
に
描
い
て
は
あ
り
ま
す
が
、
難
点
が
少
々
ご
ざ
い
ま
す
。」

p.82 1

❷　
続
い
て
背
後
で
戦
っ
て
い
た
が
、（
橋
の
）
ゆ
き
げ
た
は
狭
い
し
、

p.82 2

識
別

資料編

楽しくためになる
「古文豆知識」

役立つ「注意」「参考」
より深い理解を促す
補足事項を示しました。

教科書との関連表も
ホームページで
ご用意。

ご採用校には、
用言の活用表と
助動詞の活用表が
表裏に印刷された、
活用表クリアファイル
もご用意。

古文重要語句も取り上げています。

豊富な用例と現代語訳
そこでの学習事項は色文字で示しました。
添付のカラーシートで重要部分を隠せば、
問題集として使用することもできます。
用例は教科書教材に取り上げられている
ものを中心としています。

資料編では、分かりやすく
使いやすい資料を
豊富に収録しています。

2021

学習の要点を示す「ポイント」
学習にあたって注意すべき点を、
図などを交えて分かりやすく解説します。

定価64０円（本体582円）　A5判 200P
付属品

◦別冊 解答編 16P◦カラーシート

新精選古典文法 三訂版

基礎から入試まで

▶	教科書掲載作品を中心とした豊富な用例

▶	図解やイラストによる分かりやすい解説

▶	コラム類での詳細な解説

▶	練習問題・附録・資料がさらに充実

▶	文字が隠れるカラーシート付き

国
語
教
材
の
ご
案
内

高
等
学
校
用

教科書
準拠教材
一覧

改訂教科書
準拠教材

継続教科書
準拠教材

副読本

入門

古典文法

便覧

漢文

漢字

教材一覧

東書Eネット



（準拠ノート・指導書・付属ソフト）

〈指導書〉
新精選古典文法 
三訂版
指導資料
A5判 240P

新精選古典文法 準拠ノート 改訂版
新精選古典文法 
実戦ノート

定価38０円（本体345円）　B5判 48P
付属品 ◦別冊 解答編  32P

定価35０円（本体318円）
B5判 ３２P

付属品 ◦別冊 解答編 32P
別売

別売

▶	�文法の基本事項を
　23項目に絞り、
	 見やすい見開きで
　構成しました。

受
験
・
ハ
イ
レ
ベ
ル

基
礎
力
重
視

新精選古典文法 演習ノート 改訂版
定価38０円（本体345円）
B5判 48P　

付属品 ◦別冊 解答編 28P別売

▶	�文法の重要事項を精選し、
見やすい見開きで	
構成しました。

▶	�別冊解答編に詳しい
解説を掲載。

▶	�近年の入試問題を分析し、
　実際の入試に近い出題内容や形式の
　全15問を、見やすい見開きで取り上げました。
▶	�別冊解答編に古文本文全ての現代語訳と
詳しい解説を掲載。

「新精選古典文法　三訂版」の用例に
沿って、問題文を掲載しています。

充実のサポート教材と資料 （指導書・準拠ノート）
古典
文法

上段が問題演習、
下段が要点整理になっています。
下段には、確認問題／
文法書本体での参照項目・ページ／
上段の問題を解くためのヒント
などを掲載しています。

内侍（ないし）　　天皇の側近くに仕えた高級キャリアウーマンの総称。

 わぶ［動］　　いかが［副］

活
用
語
の
未
然
形
に
付
く
。

❶ 
推
量

　❷ 

意
志

　❸ 

適
当

　❹ 

勧
誘

　❺ 

婉え
ん

曲き
ょ
く

　❻ 

仮
定

❶ 

推
量

　﹇
…
ウ
・
…
ダ
ロ
ウ
﹈ 

実
現
し
て
い
な
い
事
柄
、
不
確
か
な
事
柄
を
推
量
す
る
。

　1

連
体
形

　

▼

﹇
徒
然
草
・
七
五
段
﹈

2

終
止
形

 

﹇
平
家
物
語
・
西
光
被
斬
﹈

❷ 

意
志

　﹇
…
ウ
・
…
ヨ
ウ
﹈ 
実
現
さ
せ
た
い
事
柄
に
対
す
る
意
志
や
希
望
を
表
す
。

3

終
止
形

﹇
更
級
日
記
・
大
納
言
殿
の
姫
君
﹈

　4

連
体
形

　

﹇
平
家
物
語
・
逆
櫓
﹈

❸ 

適
当

　﹇
…
ガ
ヨ
イ
ダ
ロ
ウ
﹈ 

そ
う
す
る
こ
と
が
適
当
だ
と
い
う
判
断
を
表
す
。

5

終
止
形

﹇
徒
然
草
・
六
段
﹈

　6

連
体
形

　

▼

﹇
平
家
物
語
・
文
之
沙
汰
﹈

❹ 

勧
誘

　﹇
…
シ
タ
ラ
ド
ウ
ダ
ロ
ウ
カ
・
…
シ
テ
ク
レ
ナ
イ
ダ
ロ
ウ
カ
﹈ 

相
手
に
対
し
て
物
事
を
勧
め
る
。

7

終
止
形

 

﹇
竹
取
物
語
・
貴
公
子
た
ち
の
求
婚
﹈

8

已
然
形

 

﹇
保
元
物
語
・
中
﹈

む
・
む
ず

識
別
⬇ 

〈
な
む
・
ら
む
〉

1 

　す
る
こ
と
も
な
く
退
屈
な
の
を
い▼
や
が
る
人
は
、

ど
う
い
う
気
持
ち
な
の
だ
ろ
う
か
。

2

　も
し
こ
の
事
（
平
家
討
伐
の
計
略
）
が
漏
れ
て

し
ま
う
も
の
な
ら
、
私
（
行ゆ
き

綱つ
な

）
が
ま
ず
殺
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

3

　「と
て
も
か
わ
い
い
猫
だ
。
飼
お
う
。」

4

　「船
を
出
さ
な
い
な
ら
ば
、一
人
一
人
射
殺
そ
う
ぞ
。」

5

　子
と
い
う
も
の
は
、
持
た
ず
に
い
る
の
が
よ
い

だ
ろ
う
。

基
本
形

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

活
用
の
型

む
〔
ん
〕

○

○

む

　

〔
ん
〕

　
む

　
　

〔
ん
〕

　
　
め

　
　

○

四
段
型

む
ず

〔
ん
ず
〕

○

○

む
ず

〔
ん
ず
〕

む
ず
る

〔
ん
ず
る
〕
む
ず
れ

〔
ん
ず
れ
〕

○

サ
変
型

 

「
む
ず
」
の
成
立

■例 

い
と
は
つ
ら
く
見
ゆ
れ
ど
、
こ
こ
ろ
ざ
し
は
せ

む 

と 

す
。﹇
土
佐
日
記
﹈

「
む
ず
」
は
、
こ
の
よ
う
な
「
む
と
す
」
が
変

化
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
平
安
時
代
に
会
話
の

中
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
軍
記
物

に
用
例
が
多
く
、「
む
」よ
り
強
い
意
味
を
表
す
。

発
音
に
従
っ
て
、「
ん
ず
」「
う
ず
」
と
も
表
記

さ
れ
る
。

参
考

 

「
む
」
か
ら
「
ん
」
へ

「
む
」
は
、
平
安
時
代
末
頃
か
ら
発
音
が
ム

〈
mu
〉
⬇
ン
〈
m
／
n
〉
と
変
化
し
、そ
れ
に
伴
っ

て
「
ん
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。「
む

ず
」「
ら
む
」「
け
む
」
な
ど
も
同
様
。

参
考

推
量
／
推
定
の
助
動
詞

推
量
の
助
動
詞

活
用

接
続

意
味

尚侍（ないしのかみ）　　内
ない

侍
しの

司
つかさ

（内侍が所属する役所）の長官。実質的には東宮・天皇の妃。

❺ 

婉え
ん

曲き
ょ
く

　﹇
…
ヨ
ウ
ナ
﹈ 

断
定
を
避
け
て
遠
回
し
に
述
べ
る
。

9

連
体
形

 

﹇
徒
然
草
・
一
一
〇
段
﹈

　10

連
体
形

　

﹇
竹
取
物
語
・
天
の
羽
衣
﹈

❻ 

仮
定

　﹇
…
ト
シ
タ
ラ
﹈ 

何
か
を
仮
定
し
て
述
べ
る
。

11

連
体
形

﹇
枕
草
子
・
七
段
﹈

　12

連
体
形

　

﹇
保
元
物
語
・
上
﹈

 

「
む
」
の
意
味
と
主
語
の
人
称
に
は
、
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
。

 

婉
曲
・
仮
定
の
「
む
」
は
、連
体
形
で
用
い
る
。
下
に
体
言
や
助
詞
「
に
・
は
・
も
」

な
ど
が
来
る
こ
と
が
多
い
。
婉
曲
の
訳
で
は
「
…
よ
う
な
」
を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。
婉
曲
か
仮
定

か
は
、
文
脈
か
ら
判
断
し
難
い
こ
と
も
あ
る
。

　9

　﹇国
を
治
め
る
方
法
も
﹈

　
　11

 

適
当
・
勧
誘
の
「
む
」
は
、「
て
む
（
て
ん
）・
な
む
（
な
ん
）・
こ
そ
…
め
」

の
形
を
取
る
こ
と
が
多
い
。
適
当
か
勧
誘
か
は
、
文
脈
か
ら
判
断
し
難
い
こ
と
も
あ
る
。

　5

 

　7

13

　「

﹇
源
氏
物
語
・
桐
壺
﹈

6 

　人
も
多
数
殺
さ
れ
、
自
分
も
生
き
て
は
い
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。
ど▼
う
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
か
。

7

　「私
（
翁
）
が
申
す
よ
う
な
こ
と
を
、
お
聞
き
く

だ
さ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

8

　「死
後
の
御
供
養
を
、
十
分
に
な
さ
っ
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。」

9

　（こ
れ
は
）
専
門
の
道
を
よ
く
知
っ
て
い
る
者
の

教
え
で
、
自
分
自
身
の
人
格
を
磨
き
、
国
を
治
め

る
よ
う
な
方
法
も
、ま
た
（
そ
れ
と
）
同
じ
で
あ
る
。

10

　「そ
の
よ
う
な
所
に
行
く
よ
う
な
こ
と
も
、
う
れ

し
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」

11

　「二
人
で
打
つ
と
し
た
ら
、（
犬
は
）
生
き
て
お

り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。」

12

　三
方
に
火
を
放
ち
、（
残
る
）
一
方
か
ら
攻
め
る

と
し
た
ら
、

13

　「長
生
き
を
（
さ
せ
て
く
だ
さ
い
）
と
一
心
に
祈

る
が
よ
い
。」

ポイント

意
味
の
見
分
け
方
❶

意
味
の
見
分
け
方
❷

意
味
の
見
分
け
方
❸

 

未
然
形
「
ま
」

奈
良
・
平
安
時
代
に
は
、「
む
」
の
未
然
形
「
ま
」

が
接
尾
語
の「
く
」と
結
び
つ
い
て「
ま
く
」﹇
…

ダ
ロ
ウ
コ
ト
・
…
ヨ
ウ
ナ
コ
ト
﹈
の
形
で
用
い
ら
れ

た
が
次
第
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

■例 

我
が
や
ど
の
梅
の
下し
づ
え枝

に
遊
び
つ
つ
う
ぐ
ひ
す

鳴
く
も
散（花

が
）散
る
だ
ろ
う
こ
と
を
惜
し
ん
で

ら
ま
く
惜
し
み
﹇
万
葉
集
﹈

参
考

用

　
　例

主
語

主
語
の
人
称

意
味

3

﹇
…
（
私
が
）
飼
お
う
。﹈

私

一
人
称

意
志

7
　
　﹇…
（
あ
な
た
は
）
お
聞
き
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。﹈

あ
な
た

二
人
称

適
当

勧
誘

1

つ
れ
づ
れ
わ
ぶ
る
人

三
人
称

推
量

※
一
人
称
…
私
・
自
分
／
二
人
称
…
相
手
・
あ
な
た
／
三
人
称
…
そ
れ
以
外
の
人
物
・
事
物

51

１　

助
動
詞
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Ⅲ 

付
属
語

治
の
大
将
の
浮
舟
の
女
君
の
や
う
に
こ
そ
あ
ら

め
、
と
思
ひ
け
る
心
、
ま
づ
い
と
は
か
な
く
、

あ
さ
ま
し
。 

﹇
更
級
日
記
﹈

浮
舟
の
女
君
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
、

　「
我
は
…
あ
ら
め
」
ま
で
が
引
用
文
（
心
内

表
現
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
「
め
」
は

「
と
」
の
前
に
来
る
が
、推
量
に
し
か
訳
せ
な
い
。

ⓒ  

「
い
か
で
…
む
」（
こ
こ
で
の
「
い
か
で
」
は

願
望
の
副
詞
）
の
時
は
、
意
志
に
と
れ
な
い

か
確
認
さ
せ
る
。

◆
御
室
に
い
み
じ
き
児
の
あ
り
け
る
を
、
い
か

で
誘
ひ
出
だ
し
て
遊
ば
ん
と
企
む
法
師
ど
も
あ

り
て
、

 

﹇
徒
然
草
﹈

な
ん
と
か
し
て
（
児
を
）
誘
い
出
し
て
（
い
っ
し
ょ

に
）
遊
ぼ
う
と
計
画
し
た
法
師
た
ち
が
い
て
、

〈
適
当
〉
ⓐ
主
語
は
二
人
称
。
自
問
自
答
の
場

合
も
あ
る
。

ⓑ 

「
て
む
」（
強
意
の
助
動
詞
「
つ
」
＋
「
む
」）、

「
な
む
」（
強
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
＋
「
む
」）、

係
助
詞
「
こ
そ
」
の
結
び
「
め
」
の
場
合
に

適
当
の
意
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

＊ 

「
…
こ
そ
あ
ら
め
、」の
よ
う
な
場
合
は
、「
こ

そ
↓
已
然
形
、」
は
逆
接
に
な
る
の
で
、「
…

は
よ
い
け
れ
ど
、」
と
訳
す
。

◆
朝
夕
な
く
て
か
な
は
ざ
ら
ん
物
こ
そ
あ
ら
め
、

そ
の
外
は
、
何
も
持
た
で
ぞ
あ
ら
ま
ほ
し
き
。

 

﹇
徒
然
草
﹈

〈
勧
誘
〉
ⓐ
主
語
は
必
ず
二
人
称
。
か
つ
、「
…

し
ま
せ
ん
か
」
と
訳
せ
る
。
両
方
の
条
件
を

満
た
す
こ
と
が
必
要
。
や
や
強
引
な
勧
め
方

と
な
る
。（
二
人
称
主
語
す
べ
て
が
勧
誘
で

は
な
い
。）

体
形
）
も
意
志
が
多
い
。
引
用
文
の
「

　
」

（
カ
ッ
コ
）
は
、
会
話
で
も
心
内
文
で
も
付

い
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

＊ 

意
志
は
入
試
で
も
よ
く
問
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

一
人
称
主
語
が
す
べ
て
意
志
に
な
る
の
で
は

な
く
、
推
量
と
し
か
と
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。

◆
我
は
こ
の
ご
ろ
わ
ろ
き
ぞ
か
し
、
盛
り
に
な

ら
ば
、
か
た
ち
も
限
り
な
く
よ
く
、
髪
も
い
み

じ
く
長
く
な
り
な
む
、
光
の
源
氏
の
夕
顔
、
宇

＊ 

推
量
の
「
む
」
は
「
可
能
」
の
意
味
を
含
む

こ
と
が
あ
る
。

◆
王き
み
の
き
び
し
く
な
り
な
ば
、
世
の
人
い
か
が

堪
へ
む
。 

﹇
大
鏡
﹈

ど
う
し
て
堪
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

〈
意
志
〉
ⓐ
主
語
が
一
人
称
。「
…
う
・
…
よ
う
」

と
訳
し
て
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

ⓑ 

「『
…
…
む
。』
と
…
」
の
よ
う
に
、
引
用
の

格
助
詞
「
と
」「
と
て
」
の
前
の
「
む
」（
連

○ 

文
末
な
ら
、
推
量
・
意
志
・
適
当
・
勧
誘
。

〈
推
量
〉
ⓐ
主
語
は
三
人
称
が
多
い
。「
…
だ
ろ

う
」
と
訳
し
て
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
。
和
歌
は
一
人
称
主
語
で
も
推
量
の
場

合
が
あ
る
。

ⓑ 

疑
問
・
反
語
の
副
詞
「
な
ど
・
い
か
で
（
い

か
が
・
い
か
に
）」
や
、
係
助
詞
「
や
・
か
」

な
ど
の
後
は
「
ど
う
し
て
…
だ
ろ
う
」
と
い

う
訳
に
な
る
の
で
、
推
量
が
多
い
。       

○
推
量
の
助
動
詞

む
・
む
ず

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

　「
む
」「
む
ず
」
を
発
音
し
た
形
が
表
記
さ
れ

た
「
ん
・
ん
ず
」
も
意
味
は
同
じ
。

　
意
味
は
、
推
量
・
意
志
・
勧
誘
・
仮
定
・
婉

曲
・
適
当
の
六
つ
に
大
別
で
き
る
。
語
呂
合
わ

せ
で
「
ス
・
イ
・
カ
・
カ
・
エ
・
テ
」
と
覚
え
る
。

　「
む
」
は
終
止
形
と
連
体
形
が
同
形
で
あ
る

が
、
係
助
詞
「
ぞ
・
な
む
・
や
・
か
」
の
結
び

と
な
る
場
合
は
「
む
（
ん
）」（
連
体
形
）
に
な

る
の
で
、
間
違
え
な
い
よ
う
注
意
を
促
す
。

参
考
「
む
ず
」
の
成
立 

∇
補
注
23
p. 
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ポ
イ
ン
ト
意
味
の
見
分
け
方

　
主
語
の
人
称
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
そ
の

傾
向
が
多
い
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
一
人
称

な
ら
必
ず
「
意
志
」
し
か
な
い
と
、
他
を
排
除

す
る
も
の
で
は
な
い
。
唯
一
、
勧
誘
に
関
し
て

は
、
自
分
で
自
分
に
勧
誘
し
た
り
、
そ
こ
に
い

な
い
第
三
者
に
勧
誘
し
た
り
し
て
も
無
意
味
な

の
で
、
二
人
称
主
語
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
も
、

二
人
称
な
ら
必
ず
勧
誘
し
か
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
の
で
、
説
明
す
る
時
は
含
み
を
持

た
せ
た
ほ
う
が
よ
い
。

　
主
語
で
見
分
け
て
最
終
確
認
を
す
る
の
が
一

般
的
だ
が
、
主
語
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
文

脈
判
断
と
公
式
に
当
て
は
め
る
。
ま
ず
は
、
文

末
に
置
か
れ
て
い
る
か
、
文
中
に
置
か
れ
て
い

る
か
を
見
る
。

　
現
代
語
の
「
行
こ
う
！
」
の
「
う
」
は
古

文
の
「
行
か
む
」
の
「
む
」
で"w

ill"

に
近
い
。

自
分
の
未
来
に
お
け
る
意
志
や
他
者
へ
の
勧
誘

の
意
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

む
（
む
ず
） 

⇔ 
 

じ

  

＞ 
 

 

＞

べ
し 

⇔ 

ま
じ 

ら
む

け
む

時制

ら
し

め
り

な
り

根拠

ま
し

現
実
と
は
違
う
こ
と
を
仮
に
想
う
な
ら「
ま
し
」

と
な
る
。

推
量
／
推
定
の
助
動
詞 

指
導
上
の
留
意
点

　
次
の
よ
う
な
図
を
示
し
、
ま
ず
、「
む
」
を

中
心
と
し
た
推
量
グ
ル
ー
プ
の
概
要
を
提
示
す

る
。「
む
」
の
強
め
が
「
べ
し
」、
そ
の
打
消
が

「
ま
じ
」。「
む
」
の
打
消
は
「
じ
」。
時
制
が
加

わ
る
と
、
現
在
な
ら
「
ら
む
」、
過
去
な
ら
「
け

む
」。
根
拠
を
加
え
る
と
、客
観
的
な
ら「
ら
し
」、

視
覚
的
な
ら
「
め
り
」、
聴
覚
的
な
ら
「
な
り
」。

付属

▶	�指導書に、文法書本体の紙面を掲載。
▶	�指導のポイントなどを分かりやすく解説。
▶	�参考資料や補足説明の資料も掲載。

文法書本体の紙面を縮小して中央に配置し、
その周辺に「指導上の注意」や板書例など、
授業に役立つ丁寧な解説を入れました。

長文をベースに、
文法に関する問題を複数出題。

新精選古典文法
準拠ノート 改訂版

新精選古典文法
演習ノート 改訂版

新精選古典文法
実戦ノート
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（準拠ノート・指導書・付属ソフト）豊富なデジタルコンテンツ （付属CD-ROM）
古典
文法

付属

デジタル文法書 ワークシート付き

古典文法テスト作成システム ver.2
古典文法テスト（Googleフォーム / Microsoft Forms ）※Webからのみご利用いただけます。

全用例テキストデータ 現代語訳

用言・助動詞ワークシート
練習問題解答用紙

付属のデジタルデータも充実。

テストの配信～解答

結果の確認・フィードバック

■ 生徒にメールで送信する
■ テストのURLを伝える
■ URLを二次元コードに変換して伝える

CD-ROMからの
ほか、Webからも
ご利用いただけます。

※�使用に際して、それぞれ Google アカウント／ Microsoft アカウントの取得が必要です。
※�このページの画像は、Google フォーム です。

�Google、および Google フォーム は、Google LLC の商標です。
Microsoft、PowerPointは、マイクロソフトグループ企業の商標です。

『一太郎』は株式会社ジャストシステムの登録商標（商標）です。

文法書本体に対応した、
15項目・計300フォーム以上
の古典文法テストをご用意しました。

（選択式・記述式）

生

徒の画面

生

徒の画面

生

徒の画面

生

徒の画面

などの方法で、テストを配信することができます。
生徒はWeb上ですぐに解答できます。

テストの結果を生徒はすぐに確認できます。
正解・不正解だけでなく、問題ごとにフィードバック
も用意できるので、自学自習にも活かせます。

古典文法テスト（Googleフォーム/ Microsoft Forms）

デジタル文法書

デジタル文法書ワークシート 古典文法テスト作成システム ver.2

▶	�プロジェクターや電子黒板を使って、
動詞・形容詞・形容動詞・助動詞の活
用を簡単に分かりやすく確認するこ
とができます。

▶	�デジタル文法書に対応したワークシート
もあわせて収載しています。

▶	�問題形式や種類等を選択して出題数
を入力するだけで、文法テストが簡単に
作成できます。

▶	�Wordや一太郎のファイルとして書き出
せ、保存や編集ができます。

Power Pointで作成していますので、
編集も可能です。

Word・一太郎の両方のデータを
ご用意しています。 パソコンにインストール不要。
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作品の理解を深める中古・中世・近世の
時代背景や生活風俗の資料を充実させました。

▶	文学史は、コンパクトに整理された通史、
	 流れ図、作品一覧で構成。
▶	「話す・聞く」「書く」に関する資料も充実。
	 さらに「創作入門講座」を新設。

▶	古文編、現代文編、漢文編、
	 言語活動・資料編の４部構成。

小倉百人一首全歌に光琳かるたと
品詞分解を入れました。また、作歌の背景や
鑑賞上の留意点を分かりやすく解説しました。

水無瀬神宮1

伊勢寺2

3お初天神

4難波宮跡適塾5
6四天王寺

7住吉大社

8大仙陵古墳

明ケ田尾山

生駒山

高安山

二上山

明治の森箕面
国定公園

大阪
国際空港川

川 川

川

川和大

大

阪

湾

津
木

淀
崎神

庫
武 阪

急
京
都
線

京
阪
交
野
線

京
阪
本
線

東
海
道
新
幹
線

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

▲

▲

▲

▲

阪
急
千
里
線

北
大
阪
急
行

大阪
モノレール阪急

箕面
線

阪
急

伊
丹
線

阪
神
な
ん
ば
線

上
町
線

片町
線

お
お
さ
か
東
線

近鉄けいはんな線

近
鉄
大
阪
線

阪
堺
線

近 鉄 奈 良 線

近鉄
信貴線

阪
神
武
庫
川
線

阪急宝 塚
線

福 知
山線

阪 急 神
戸 線

東 海 道 本 線

阪神本線

阪
和
線

南
海
本

線

能
勢
電
鉄

関西本線

近
鉄
長
野
線

や
ま
だ

すいた

きょうばし

なんば

し
ん

お
お
さ
か

お
お
さ
か

て
ん
の
う
じ

久安寺

滝安寺

百済寺跡

成田山不動尊

石宝殿古墳

四條畷神社
野崎観音

日下貝塚
大阪城

心合寺山古墳

道明寺
松岳山
古墳黒姫山

古墳

いたすけ古墳
文珠塚古墳

家原寺 土塔

郡山宿本陣

近
鉄
南
大
阪
線

山

陽
新
幹
線

古典文学地図には、大和・奈良と京都に加え、
江戸と大坂の地図も示しています。

授業で、自学自習で、調べる学習 に役立つ豊富な資料を収録！ 便覧
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主要教材の関連資料として「名作の世界」を設け、
貴重な写真・図版を収録しました。

【名作の世界】収録教材
「舞姫」「こころ」「羅生門」「山月記」「富嶽百景／津軽」

準拠問題データ（Word/一太郎）
デジタル百人一首
百人一首かるた解説資料
図版データ
アクティブ・ラーニング用ワークシート

付属

ご採用くださる先生方へ
下記の付属品をご用意しております。ご希望の場合は、弊社営業担当までお申し付けください。

準拠問題集（巻末解答付き）・準拠ワーク（解答なし）
A４判横　24P（解答3P）

付属

教科書対応表（現代の国語・言語文化）
B5判　新編現代の国語(現国002-901)・新編言語文化(言文002-901)/
現代の国語（現国002-903）・精選現代の国語(現国002-902)・
精選言語文化（言文002-902）付属

「創作入門講座」では、
詩・短歌・俳句・小説・随筆・戯曲の
創作について、
ヒント・手順を示しながら
分かりやすく解説しました。

探究学習ハンドブック
B5寸短 16P

▶	�生徒が自ら学びを深める	
「探究学習」の流れや重要ポイントを
解説した、コンパクトなハンドブック。

▶	�グラフの読み取りや	
文章の論理的な組み立て方など、	
新課程や新テストを見据えた授業	
にも役立つ内容を収録。

▶	�単体でも使用できますが、	
「新総合図説国語」本体の内容と
関連させると、学習効果をさらに	
高めることが可能です。

付属

　探
究
学
習
で
は
、「
課
題
の
設
定
」・「
情

報
の
収
集
」・「
情
報
の
整
理
・
分
析
」「
ま

と
め
・
表
現
」の
各
ス
テ
ッ
プ
を
通
し
て
、

問
い
、
調
査
、
分
析
的
思
考
、
創
造
的
思

考
、
対
話
、
発
表
、
検
証
、
評
価
な
ど
の

多
種
多
様
な
思
考
・
活
動
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
展
開
す
る
。

　探
究
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
方
通
行
の

直
線
的
な
も
の
で
は
な
い
。「
課
題
の
設

定
」に
際
し
て
は
、
そ
の
課
題
に
関
す
る

「
情
報
の
収
集
」が
必
要
で
あ
る
し
、
一
連

の
探
究
活
動
に
よ
り
新
た
な
課
題
が
生
じ
、

そ
の
課
題
を
も
と
に
次
の
サ
イ
ク
ル
へ
と

進
む
こ
と
も
あ
る
。
四
つ
の
学
習
の
ス

テ
ッ
プ
を
互
い
に
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が

ら
、
ら
せ
ん
状
に
進
展
し
て
い
く
イ
メ
ー

ジ
を
描
い
て
み
よ
う
。

　ま
た
、
探
究
の
対
象
と
な
る
課
題
に
は
、

答
え
や
解
決
策
が
す
ぐ
に
は
見
つ
か
ら
な

い
も
の
も
あ
る
し
、
だ
れ
も
が
正
し
い
と

認
め
る
一
つ
の
解
が
存
在
し
な
い
も
の
も

あ
る
。
探
究
活
動
で
は
、
常
に
問
い
続
け
、

こ
れ
ら
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
、
粘
り

強
く
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　探
究
学
習
に
お
い
て
経
験
し
、
培
う
力

は
、
大
学
で
の
学
究
活
動
や
社
会
で
働
き

生
活
を
営
む
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

を
支
え
る
も
の
と
な
る
。
自
分
事
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
み
、
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し

み
な
が
ら
進
め
て
い
こ
う
。

探
究
学
習
と
問
い

　探
究
学
習
の
す
べ
て
の
ス
テ
ッ
プ
で
基

本
と
な
り
中
心
と
な
る
の
が「
問
い
」で
あ

る
。
問
い
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
・
レ

ベ
ル
が
あ
る
。

 

「
答
え
」が「
正
解
」「
事
実
」と
し
て
確

定
・
限
定
し
て
い
る
も
の（
も
し
く
は
そ

の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
も
の
）は
、「
い
つ
」

「
ど
こ
で
」「
だ
れ
が
」「
な
に
を
」「
ど
の
よ

う
に
」な
ど
を
用
い
た「
問
い
」を
設
定
で

き
る
こ
と
が
多
い
。こ
れ
ら
の
問
い
を「
ク

ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」と
呼
ぶ
。

　こ
れ
に
対
し
て
、「
答
え
」が
一
つ
に
定

ま
っ
て
い
な
い
も
の
、
検
索
や
調
査
だ
け

で
は「
答
え
」を
出
せ
な
い
も
の
、
そ
も
そ

も「
正
解
」が
存
在
し
な
い
も
の（
も
し
く

は
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
も
の
）に
対
す

る「
問
い
」を「
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
」と
呼
ぶ
。

　ま
た
、「
問
い
」の
中
に
は
、
す
ぐ
に「
答

え
」や「
解
決
策
」が
見
つ
か
る
も
の
と
、

そ
れ
ら
を
導
き
出
す
の
に
何
日
も
何
年
も

の
時
間
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。

　こ
う
し
た
特
徴
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま

な「
問
い
」を
立
て
て
探
究
を
進
め
よ
う
。

4

● なぜエネルギー問題が
  生じているのか？

● 最適なエネルギー
  施策はどのような
  ものか？

正
解︵
限
定
さ
れ
た
答
え
︶が
な
い

正
解︵
限
定
さ
れ
た
答
え
︶が
あ
る

答えを出すのに時間がかかる（検索が不可能・困難）

答えが早く見つかる（検索が可能／容易）

● 原子力発電は
  継続すべきか？

● 原子力発電は
  いつから始まったか？

● 日本に発電所は
  どこにどれだけ
  あるか？

● 開発を優先すべき
  代替エネルギーは
  なにか？

●  事例の質と量は適切か？●  反論は想定できているか？
【 説得力の検証・改善 】

●  〈具体化と抽象化〉〈因果関係〉〈対比〉が
    的確に使われているか？

●  理由づけに正当性があるか？

●  主張・結論を支える情報（データ）は正しいか？
   ／十分な量か？

論の構築、論理性の検証・改善

ま
と
め
・
表
現

問いの例各プロセスで中心となる学習活動

●  他者との対話
・思考ツールの活用　 p8-9

●  〈比較する〉〈分類する〉
  〈多角的な視点で捉える〉〈評価する〉などの
   思考による情報の整理と分析

●  〈抽象　  具体〉〈拡散　  収束〉を
　往還する思考

●  テーマ・課題の選択と設定
　図説国語本編　P391/p258-269

・発想ツールの活用　 p4-5
・〈問い〉の活用    p4-5　　　　　

　p14-15

問題の掘り下げ

問題・現象の事実確認

●  なぜ？ 　この先どうなるか？
   もし～だったらどうなっていたか？
   ほかにはどのような事例があるか／ありうるか　

●  いつ？　いつからいつまで？　どこで？
  だれが？　なにを？　どのような方法で？　　

●  問題の本質はなにか？ （分析・推論）

●  対応策・解決策にはどのような長所・短所があるか？
  （分析：多視点化・評価）

●  どのような分類が可能か？（整理：分類・多視点化）
●  共通点と相違点はなにか？ （整理：比較・分類）

●  二つの事象の間にはどのような関係があるか？
  （分析：因果関係・相関関係）

●  アンケート・インタビュー
・現地調査（フィールドワーク）

・グラフの読解    p6-7
　図説国語本編  p390-393
●  図書館・インターネットの検索

　図説国語本編 p360-379

●  レポート・プレゼンテーションなどで
表現・発表

・主張や結論を論理的に構築
・〈関連づける〉〈統合する〉などの思考
●  論の構築

p10-11

課題の発見

●  この課題の上位・下位にある課題、
  隣接する課題や事例にはどのようなものがあるか？

●  なぜ今、私はこの課題を探究するのか？

●  〇〇〇問題の背景はなにか？
   どのような解決策があるか？

●  なぜ〇〇〇は起こったのか？

整
理
・
分
析

情
報
の
収
集

課
題
の
設
定

● 

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
よ
う

　
　

　

あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
計
画
を
進
め
て
い

る
な
か
で
の
、

と
い
っ
た
行
為
を
「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
ま

た
は「
振
り
返
り
」）」と
呼
ぶ
。

　リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
学
習
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
質
を
高
め
る
た
め
に
、
研
究
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー

ン
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ペ
ア
や
グ

ル
ー
プ
で
行
う
こ
と
も
効
果
が
あ
る
。
探

究
学
習
の
ほ
か
日
常
の
勉
強
や
部
活
動
な

ど
に
も
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
み
よ
う
。�

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

point

まとめ・表現 情報の収集

整理・分析

課題の設定

い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
、

自
分
の
し
て
い
る
こ
と
を
自
分
自

身
で
振
り
返
り
、
よ
い
と
こ
ろ
／

悪
い
と
こ
ろ
、
う
ま
く
い
っ
て
い

る
部
分
／
う
ま
く
い
っ
て
な
い
部

分
を
洗
い
出
し
、

そ
れ
ら
の
理
由
に
つ
い
て
じ
っ
く

り
考
え
、
問
題
の
本
質
を
探
り
、

「�

次
は
こ
う
し
よ
う
／
こ
れ
を
試

し
て
み
よ
う
」
な
ど
の
行
動
の
指

針
を
書
き
出
す
。

四つの学習のステップを互いに行きつ戻りつ
しながら、らせん状に進展していくイメージを
描いてみよう。

　
　探
究
学
習
の
流
れ

探究学習のイメージ

3 2

便覧
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漢文
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教材一覧
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こちらのコードから「高校
国語デジタルコンテンツ」
サイトへアクセスできます。

「高校国語デジタルコンテンツ」ポータルサイトでは、
「新総合図説国語」の内容に関連した各種デジタルコ
ンテンツを閲覧・ダウンロードできます。

デジタル図説アプリ
��「新総合図説国語」に掲載されている各種の図版・地図・時代背景
資料を閲覧できるアプリです。
※「デジタル図説アプリ」は、iOS・Android の端末にてご利用いただけます。

新総合図説国語　関連動画・音声・ウェブサイト
�NHK for Schoolの動画約80点をはじめとした、各種デジタル資
料を視聴することができます。
※�公開されている各種コンテンツは、予告なく削除される場合があります。なにとぞご了
承ください。

図説国語デジタル資料

1

2

1 2 便覧

Android は Google LLC の商標です。iPhoneの商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。iPad、ipod 
touchは、米国およびその他の国で登録された Apple Inc. の商標です。iOSは、Apple Inc.のOS名称です。IOSは、Cisco 
Systems, Inc.またはその関連会社の米国およびその他の国における登録商標または商標であり、ライセンスに基づき使用されています。
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第四部「漢文重要語彙」
「新徹底理解高校漢文」で
学習した内容の
定着を図ります。

定価594円（本体540円）
A5判 212P

付属品
◦別冊 解答編 28P
◦カラーシート

定価352円（本体320円）　B5判 48P
付属品 ◦別冊 解答編 20P

新徹底理解
高校漢文［改訂版］

新徹底理解 高校漢文ワーク［改訂版］

第三部「漢文の句形」
否定形・疑問形を始めとした
１５の重要句形について、
図などを用いながら、分かりやすく、
かつ詳しく解説しています。

漢文を読むために本当に必要な重要語
100語＋複合語10語を精選して収録。
分かりやすい例文とともに、
注意すべきポイントなども掲載。

本書の特長
▶	重要句形を詳細に解説した第三部「漢文の句形」と
	 重要語彙を多数収録した第四部「漢文重要語彙」を中心に、
	 漢文で用いられる古典文法について解説した
　　第二部「漢文読解のために」と
	 漢文特有の考え方を文種ごとに分かりやすく解説した
	 　第五部「漢文の世界」を載録。
	 これらが、漢文の理解を助け、深めます。　

マニュアル不要の
簡単操作！

漢文入力ソフトと例文データを収録した
教師用CD-ROMが付いています。
※「漢文エディタN」は校内教師フリーライセンスです。

漢文理解に必要な句形・重要語  彙を詳しく解説した漢文参考書 漢文

確認用のチェック欄を設けています。
入試前の総復習にも使えます。

教科書に収録されている
文章から、例文を多数採用。

3233

▶	�基本的な句形を中心に、句形の整理・確認・定着のための
基礎・基本のワーク。

▶	�重要句形について「①意味と用法を確認する→ 
②書き下し文にする→③訓点を付ける→④口語訳する」 
という4つのステップによる反復学習で定着を図ります。

▶	�ワーク単体での利用はもちろん、「新徹底理解高校漢文［改訂版］」	
の確認・練習用のノートとしても効果的です。

漢字に返り点や読み仮名
を付け、簡単に漢文を作成
できるソフトです。CD-ROM
収録の「例文データ」は、
「漢文エディタN」を使って
作成しています。これらをア
レンジすることで、漢文のプ
リントなども、短時間で美し
く作成することができます。
※�「漢文エディタN」は指導書収載の
　�「新漢文エディタN」の前のバージョン

です。

「漢文エディタN」で
作成した文書は、一
太郎やWordのファイ
ルにオブジェクトとし
て貼り付けられます。
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ここまでに学習した
漢
字

15	

イ
ク
ジ
休
業
の
取
得
。

育
て
る（
　
　
　
）て
る

4 4

倚
倚
倚
倚
倚
倚 

倔
倪
倥
倅
伜
倡
イ
ク	

そ
だ
つ	

そ
だ
て
る	

は
ぐ
く
む

育い
く

児じ	

子
供
を
そ
だ
て
る
こ

と
。

16	

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
イ
ッ
シ
ュ
ウ
す
る
。

一
つ
　（
　
　
　
）つ

1 0

亜 唖

イ
チ
・
イ
ツ	

ひ
と	

ひ
と
つ

一い
っ

周し
ゅ
う	

ひ
と
ま
わ
り
。

17	

現
役
を
イ
ン
タ
イ
す
る
。

引
く
　（
　
　
　
）く

3 1

此
此
此
此 

頃
今
困
坤

イ
ン	

ひ
く	

ひ
け
る

引い
ん

退た
い	

地
位
・
役
目
か
ら
身

を
ひ
く
こ
と
。

18	

プ
リ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ジ
速
度
。

目
印
　（
　
　
　
）

2 4

為
為
為
為
為
為 

畏
異
移
維
緯
胃
イ
ン	

し
る
し

印い
ん

字じ	

文
字
を
打
つ
こ
と
。

19	

失
敗
の
シ
ュ
イ
ン
は
何
か
。

因
る
　（
　
　
　
）る

3 3

仍
仍
仍
仍
仍
仍 

仄
仆
仂
仗
仞
仭
イ
ン	

よ
る

主し
ゅ

因い
ん	

お
も
な
原
因
。

20	

イ
ン
ボ
ウ
が
発
覚
す
る
。

日
陰
　（
　
　
　
）

3 8

郭
郭
郭
郭
郭
郭 

革
岳
楽
額
掛
樫
イ
ン	

か
げ	

か
げ
る

陰い
ん

謀ぼ
う	

秘
密
の
は
か
り
ご
と
。

21	

清
涼
イ
ン
リ
ョ
ウ
水
。

飲
む
　（
　
　
　
）む

8 4

僵
僵
僵
僵
僵
僵 
儁
儔
儡
儺
儷
儻
イ
ン	

の
む

飲い
ん

料り
ょ
う	

の
み
も
の
。

22	

仕
事
を
辞
め
て
イ
ン
キ
ョ
す
る
。

隠
す
　（
　
　
　
）す

3 11

橿
橿
橿
橿
橿
橿 

潟
括
活
滑
褐
且
イ
ン	

か
く
す	

か
く
れ
る

隠い
ん

居き
ょ	

表
舞
台
か
ら
離
れ
て
、

静
か
に
暮
ら
す
こ
と
。

23	

ウ
セ
ツ
禁
止
の
交
差
点
。

右
手
　（
　
　
　
）

3 2

娃
娃
娃
娃
娃 

阿
哀
愛
挨
姶

ウ
・
ユ
ウ	

み
ぎ

右う

折せ
つ	

右
に
ま
が
る
こ
と
。

24	

ウ
モ
ウ
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
布
団
。

羽
飾
り（
　
　
　
）

6 0

墾
墾
墾
墾
墾
墾 

婚
恨
懇
昏
昆
根
ウ	は	は

ね

羽う

毛も
う	

鳥
の
は
ね
。

25	

ウ
テ
ン
で
試
合
が
延
び
る
。

雨
降
り（
　
　
　
）

8 0

逢
逢
逢
逢
逢
逢 

葵
穐
悪
握
渥
葦
ウ	あ

め	

あ
ま

雨う

天て
ん	

雨
の
天
気
。

26	

ウ
ン
ソ
ウ
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
。

運
ぶ
　（
　
　
　
）ぶ

3 9

儿
儿
儿
儿
儿
儿 

兒
兪
兮
冀
冂
囘
ウ
ン	

は
こ
ぶ

運う
ん

送そ
う	

物
を
運
ぶ
こ
と
。

27	

フ
ウ
ウ
ン
急
を
告
げ
る
情
勢
。

雲
行
き（
　
　
　
）

8 4

梱
梱
梱
梱
梱
梱 

紺
些
叉
唆
嵯
差
ウ
ン	

く
も

風ふ
う

雲う
ん	

世
の
中
が
大
き
く
動

き
そ
う
な
様
子
。

28	

エ
イ
エ
ン
の
愛
を
誓
う
。

永
い
　（
　
　
　
）い

4 1

仟
仟
仟
仟
仟 

价
伉
佚
估
佛

エ
イ	

な
が
い

永え
い

遠え
ん	

時
間
の
か
ぎ
り
の
な

い
こ
と
。

復
習
し
よ
う

1	

ヒ
ア
イ

2	

ア
ク
シ
ュ

3	

ホ
ウ
イ

4	

イ
ダ
イ

5	

イ
ハ
ン

6	

イ
ロ
ウ

7	

イ
ク
ジ

8	

イ
ン
ボ
ウ

9	

イ
ン
キ
ョ

10	

ウ
セ
ツ

1623字

28

ちょっと腕試し

1
次
の
語
句
の
対
義
語
を
漢
字

に
直
せ
。

a	

安
楽	

←→	

く
ろ
う

	

（
　
　
　
　
　
　
　
）

b	

違
反	

←→	

じ
ゅ
ん
し
ゅ

	

（
　
　
　
　
　
　
　
）

2
次
の
　
　
線
の
読
み
を
答
え

よ
。

a	
悪
寒
が
す
る
。（
　
　
　
　
）

b	
愛
を
育
む
。	

（
　
　
　
　
）

4

1	

人
生
の
ヒ
ア
イ
を
感
じ
る
。

哀
れ
　（
　
　
　
）れ

3 6

逢
逢
逢
逢
逢
逢 

茜
握
渥
旭
葦
芦
ア
イ	

あ
わ
れ	

あ
わ
れ
む

悲ひ

哀あ
い	

か
な
し
く
あ
わ
れ
な

こ
と
。

2	

天
下
の
大
ア
ク
ニ
ン
。

悪
い
　（
　
　
　
）い

4 7

弌
弌
弌
弌
弌
弌 

丐
丱
丼
丿
乖
亂
ア
ク
・
オ	

わ
る
い

悪あ
く

人に
ん	

わ
る
も
の
。

3	

試
合
後
の
ア
ク
シ
ュ
。

握
る
　（
　
　
　
）る

3 9

夷
夷
夷
夷
夷
夷 

尉
意
慰
易
為
移
ア
ク	

に
ぎ
る

握あ
く

手し
ゅ	

手
を
に
ぎ
り
合
う
こ

と
。

4	

何
か
フ
ア
ン
な
感
じ
が
す
る
。

安
い
　（
　
　
　
）い

3 3

亅
亅
亅
亅
亅
亅 

豫
亊
舒
弍
于
亞
ア
ン	

や
す
い

不ふ

安あ
ん	

安
心
で
き
な
い
様
子
。

5	

メ
イ
ア
ン
を
は
っ
き
り
描
く
。

暗
い
　（
　
　
　
）い

4 9

亟
亟
亟
亟
亟
亟 

亠
亢
亳
从
仆
仭
ア
ン	

く
ら
い

明め
い

暗あ
ん	

あ
か
る
い
こ
と
と
く

ら
い
こ
と
。

6	

質
素
な
イ
フ
ク
。

衣
が
え（
　
　
　
）

6 0

粟
粟
粟
粟
粟
粟 

袷
安
庵
按
暗
案
イ	こ

ろ
も

衣い

服ふ
く	

着
る
も
の
。

7	

チ
イ
が
上
が
る
。

十
の
位（
　
　
　
）

2 5

闇
闇
闇
闇
闇
闇 

杏
以
伊
位
依
偉
イ	く

ら
い

地ち

位い	

く
ら
い
。
身
分
。

8	

敵
を
ホ
ウ
イ
す
る
。

囲
む
　（
　
　
　
）む

3 4

丼
丼
丼
丼
丼
丼 

乂
乖
乘
亂
亅
豫
イ	か

こ
む	

か
こ
う

包ほ
う

囲い	

と
り
か
こ
む
こ
と
。

9	

イ
ニ
ン
状
を
渡
す
。

委
ね
る（
　
　
　
）ね
る

3 5

佇
佇
佇
佇
佇
佇 

佶
侈
侏
佻
佰
侑
イ	ゆ

だ
ね
る

委い

任に
ん	

ま
か
せ
る
こ
と
。

10	

機
械
に
イ
ジ
ョ
ウ
が
発
生
す
る
。

異
な
る（
　
　
　
）な
る

5 6

茜
茜
茜
茜
茜
茜 

握
旭
葦
鯵
梓
斡
イ	こ

と

異い

常じ
ょ
う	

普
通
と
違
う
こ
と
。

11	

場
所
を
イ
ド
ウ
す
る
。

移
る
　（
　
　
　
）る

5 6

亊
亊
亊
亊
亊
亊 

弍
亟
亠
亢
亰
从
イ	う

つ
る	

う
つ
す

移い

動ど
う	

位
置
を
か
え
る
こ
と
。

12	

イ
ダ
イ
な
進
歩
。

偉
い
　（
　
　
　
）い

2 10

園
園
園
園
園
園 

奄
宴
怨
沿
焔
煙
イ	え

ら
い

偉い

大だ
い	

す
ぐ
れ
て
り
っ
ぱ
な

こ
と
。

13	
交
通
イ
ハ
ン
を
犯
す
。

違
う
　（
　
　
　
）う

3 10

億
億
億
億
億
億 

屋
臆
乙
恩
温
下
イ	ち

が
う	

ち
が
え
る

違い

反は
ん	

き
ま
り
や
約
束
に
そ

む
く
こ
と
。

14	
社
員
を
イ
ロ
ウ
す
る
。

慰
め
る（
　
　
　
）め
る

4 11

果
果
果
果
果
果 

歌
河
稼
花
苛
菓
イ	な

ぐ
さ
め
る	

な
ぐ
さ
む

慰い

労ろ
う	

苦
労
に
対
し
て
お
礼

を
す
る
こ
と
。

読
ん
で
み
よ
う

音
と
訓
の
読
み
が
あ
る
漢
字

第
1
回

こ
と
ば
の
豆
知
識

画
数

　
漢
和
辞
典
を
引
く
際
、
音
も
訓

も
部
首
も
分
か
ら
な
い
と
き
に
使

う
の
が
総
画
索
引
で
す
。
こ
の
索

引
を
備
え
た
最
初
の
辞
書
は
中
国

の
明み
ん

の
時
代（
一
三
六
八
〜
一
六

四
四
）の
『
字じ

彙い

』
と
い
う
書
物

で
し
た
。

　
で
は
、
現
在
の
辞
書
の
、
最
小

の
一
画
と
最
大
の
画
数
の
字
を
挙

げ
る
と
…
。一
画
の
字
は「
一
」「
乙
」

「
亅け
つ

」「
丶ち
ゅ

」「
丨こ
ん

」
等
十
数
種
。

最
大
の
ほ
う
は
二
つ
あ
り
、
一
つ

は
「
龍
龍

龍
龍
」
で
六
四
画
、
音
は
「
テ

ツ（
テ
チ
）」。
意
味
は
「
言
葉
が

多
い
」
と
い
う
も
の
。
も
う
一
つ

は
同
じ
画
数
で
「
興
興

興
興
」
と
い
う
漢

字
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
字
の
読
み

方
と
意
味
は
…
。
各
自
図
書
館
の

漢
和
辞
典
で
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

定価550円（本体500円）
B5判 152P　

付属品
◦テスト問題 24回分（教師用解答編付き）
◦別冊 解答編 20P

定価550円（本体500円）
B5判 136P

付属品
◦テスト問題 24回分（教師用解答編付き）
◦別冊 解答編 20P
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イ
レ
ベ
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基
礎
力
重
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名前

組年 番

A1 36119 A1

定価  本体 500円 （税別）

語彙力を強化し、
漢検や入試の対策もできる

「総合編」。

漢字に関するミニコラム
「ことばの豆知識」。

その見開きで学習する漢字をきっかけに
語彙力を養成できる「ちょっと腕試し」。

◀︎「
常
用
漢
字
の
標
準
演
習
」

▶︎「
常
用
漢
字
の
基
本
演
習
」の
基
本
紙
面
構
成
。

　
「
常
用
漢
字
の
標
準
演
習
」も
ほ
ぼ
同
じ
構
成
で
す
。

標準

総
合
編

音
と
訓
の
読
み
が
あ
る
漢
字

訓
読
み
だ
け
の
漢
字

音
読
み
だ
け
の
漢
字

基本

常用漢字
2136字

1026字

教育漢字
以外の
常用漢字

513字
漢検
2・準2級

597字
漢検
3・4級

漢検
5～10級

◎教育漢字とは、小学校の学年別
漢字配当表にある漢字。小学校
で習う漢字のこと。
◎漢検各級の漢字数は、2019年8
月時点の「級別漢字表」による。

高
校
卒
業

ま
で
に

覚
え
た
い
漢
字

発
展
的
位
置
付
け

基
礎
編

教
育
漢
字
の
復
習

教育漢字

漢字テスト作成システムと
問題集・小テストの紙面PDFを収録した
教師用CD-ROMが付いています。

漢字力・語彙力を高め、常用漢字 を確実に習得できる漢字問題集 漢字

各ページに「漢字表」（部首・画数・筆順・
読み・用例とその意味）を掲載。

3435

★基本的な常用漢字を「音と訓の読みがある漢字」
「訓読みだけの漢字」「音読みだけの漢字」の３
部に分け、各漢字の読み書きを徹底学習。

★�基本的な常用漢字以外は「高校卒業までに覚
えたい漢字」として別途出題。

★本体と照合しやすいレイアウトの解答編。

▶	全ての常用漢字の習得を
	 ねらいとした問題集。
　漢検や入試の対策も可能。

▶	教育漢字を含む、
	 基本的な常用漢字を確実に
	 身に付けるための問題集。

★「教育漢字の復習／基礎編／総合編」
　の3段階構成。
★「基礎編」は「音と訓の読みがある漢字」「訓読み

だけの漢字」「音読みだけの漢字」の３部構成。
★「総合編」では「同音異義語」「同訓異字」「四字

熟語」といった、漢字検定の対策にも使えるカ
テゴリ別の問題を採録。入試問題に挑戦できる
ページも用意。

★本体と照合しやすいレイアウトの解答編。

国
語
教
材
の
ご
案
内

高
等
学
校
用

教科書
準拠教材
一覧

改訂教科書
準拠教材

継続教科書
準拠教材

副読本

入門

古典文法

便覧

漢文

漢字

教材一覧

東書Eネット



「テストグループ」を登録することで、複数のクラス用に、異なる問題を出題できます。

出題形式ごとに出題数を指定してください。

画面をクリックすることで、小問の並べ替えや問題の追加・差し替え・削除ができます。

用紙サイズや文字サイズ、余白や行間を調整できます。

「テストグループ」を登録し、テスト対象の問題集を選択する。

「問題の編集画面」で問題を確定する。

「プレビュー画面」で確認しながら調整したら、完成。

テスト範囲の指定方法を選択して
出題の範囲を指定します。

テスト範囲を指定する。

出題形式と出題数を決める。

▶	画面に示される手順に従えば簡単に漢字テストが作成できます。
▶	「排他処理」により、問題の重複を避けることができます。

ステップ

１

ステップ

2

ステップ

3

ステップ

4

ステップ

5

同一範囲内で問題の異なるテストを
最大５種類、同時に作成することができます。

小論文入試に頻出の重要語を
ジャンル別に掲載しました。

高校漢字問題テスト作成システム
教師用CD-ROMのご案内 WindowsⓇ対応

漢字テストの作成が簡単にできる教師用CD-ROM
「高校漢字問題テスト作成システム」（次ページで紹介）
が付いています。

定価680円（本体619円）
Ａ５判 １９２P　

（解答は本体ページ下に表示）
付属品

◦テスト問題 30回分
◦漢字検定模擬テスト（別冊 解答編付き）
◦漢字ハンドブック［改訂版］
　本書の関連／発展学習に役立ちます。

ジャンプアップ高校漢字問題集［改訂版］

▶	「基礎編」では漢字検定４級までを、
　「実践編」では３級・準２級・２級を扱い、
　段階的に漢字の力が身につく構成に。

▶	「発展編」では、「小論文」「古文」「漢文」
　「入試過去問」（現代文）の4部立てで、
　大学入試を想定した実践問題を配置。

◀︎
ス
テ
ッ
プ
５
の
画
面

▼︎ステップ3の画面

※「高校漢字問題テスト作成システム」は校内教師フリーライセンスです。

「書き取り」問題では、
例文を長めに示しました。

漢字問題集をベースにした漢字テストが
簡単に作成できます！

漢字検定と大学入試対応を柱に
高校必修漢字を習得するための問題集

3637
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※定価は消費税10％を加えた金額です。

2026年度用   高校国語教材一覧表

3839

分類 コード 教材名 判型 頁数 定価 本体
価格

付属品
教科書

解答

現代の
国語

38771 新編現代の国語　学習課題ノート B5 80 510 464 ○ ［現国002-901］新編現代の国語

38772 精選現代の国語　学習課題ノート B5 116 570 518 ○ ［現国002-902］精選現代の国語

38773 現代の国語　学習課題ノート B5 144 680 618 ○ ［現国002-903］現代の国語

言語
文化

38774 新編言語文化　学習課題ノート　　　 B5 128 660 600 ○ ［言文002-901］新編言語文化

38775 精選言語文化　学習課題ノート B5 148 700 636 ○ ［言文002-902］精選言語文化

論理
国語

38429 新編論理国語　学習課題ノート　 B5 128 660 600 ○ ［論国701］新編論理国語

38430 新編論理国語　学習課題ノート　
「小説三選」付属版 B5 128 820 745 ○ ［論国701］新編論理国語

38431 精選論理国語　学習課題ノート B5 144 680 618 ○ ［論国702］精選論理国語

38432 精選論理国語　学習課題ノート　
「小説三選」付属版 B5 144 840 764 ○ ［論国702］精選論理国語

文学
国語 36088 文学国語　学習課題ノート B5 136 670 609 ○ ［文国701］文学国語

古典
探究

38448 新編古典探究　学習課題ノート B5 148 680 618 ○ ［古探701］新編古典探究

38449 精選古典探究　古文編　学習課題ノート B5 144 630 573 ○ ［古探702］精選古典探究　古文編

38450 精選古典探究　漢文編　学習課題ノート B5 92 620 564 ○ ［古探703］精選古典探究　漢文編

国語
表現 36026 国語表現　ワークブック B5 128 750 682 ○ ［国表702］国語表現

改訂

改訂

改訂

改訂

改訂

◦教科書準拠教材

分類 コード 教材名 判型 頁数 定価 本体
価格

付属品
解答

副読本 36106 文学国語セレクション A5 240 600 545 ○

◦副読本

◦辞典
分類 コード 教材名 判型 頁数 定価 本体価格

辞典 39590 最新全訳古語辞典 B6変 1,536 2,860 2,600

分類 コード 教材名 判型 頁数 定価 本体価格
付属品 教師用

解答 別冊テストなど カラーシート 指導書 別冊テスト解答 準拠問題集 データ

入門
36023 高校国語入門 B5 24 380 345 ○ ○ ○ ○
36024 高校国語へのステップ B5 32 380 345 ○ ○ ○ ○
36025 高校国語へのハイブリッジ B5 32 380 345 ○ ○ ○ ○

日本語
検定 36055 高校　日本語入門 B5 24 345 314 ○ ○ ○

古典
文法

36014 新精選古典文法　三訂版 A5 200 640 582 ○ ○ ○ ○
36015 新精選古典文法　準拠ノート　改訂版 B5 48 380 345 ○
36016 新精選古典文法　演習ノート　改訂版 B5 48 380 345 ○
36017 新精選古典文法　実戦ノート B5 32 350 318 ○
36063 よくわかる 新選古典文法 A5 164 524 476 ○ ○ ○ ○ ○
36064 新選古典文法ノート B5 40 304 276 ○

便覧 36125 新総合　図説国語 B5 468 935 850 ○ ○

漢文 36104 新徹底理解　高校漢文　改訂版 A5 212 594 540 ○ ○ ○
36105 新徹底理解　高校漢文ワーク　改訂版 B5 48 352 320 ○

漢字
36119 常用漢字の基本演習　改訂版 B5 136 550 500 ○ ○ ○ ○
36122 常用漢字の標準演習　改訂版 B5 152 550 500 ○ ○ ○ ○
36210 ジャンプアップ　高校漢字問題集　改訂版 A5 192 680 619 ○ ○ ○

◦標準教材
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先生のための教育情報サイト

先生方のための教育情報サイトです
幼稚園から大学までの先生や、教育委員会関係の先生のほか、
教職課程の学生のみなさまを対象としたサイトです。入会金や
年会費は必要なく、厳選された資料や教育情報を無料で閲覧
することができます。
授業に役立つ資料が満載！
先生方の日々の指導に役立つ、年間指導計画作成資料や実
践事例、指導案、授業プリントなどがデータベース化され、日々
更新されています。各ジャンルのスペシャリストによる、教育課
題に関する記事も掲載されています。
会員になればもっと便利に
会員登録をしていただくと、すべての資料にアクセスできるよう
になります。加えて、最新の教育ニュースを閲覧できるほか、資
料を「お気に入り」として登録できるので、必要な情報をいつで
も取り出せるようになります。

東書Eネットへの会員登録は、東書Eネットへアクセスしていた
だき、オンラインより行ってください。リニューアル前の東書E
ネット会員だった方も、再登録していただく必要がございます。

毎月、１か月間の新着情報を見やすく整理して、会員に
Eメールでお知らせしています。 毎月1回、第2金曜日発行

入会金、会費、
情報利用料等
一切無料です！

1

2

3 東京書籍(株)
広報戦略センター 東書Eネット事務局
〒114-8524　東京都北区堀船2-17-1
Tel:03-5390-7545   Fax:03-5390-6016
Eメール　net-contact@tokyo-shoseki.co.jp

東書Eネットとは？

本社  　　　　〒114-8524  東京都北区堀船2-17-1   Tel:03-5390-7320（高校教育部） 
支社・出張所　札幌 011-562-5721　仙台 022-297-2666　東京 03-5390-7467　金沢 076-222-7581　名古屋 052-950-2260
　　　　　　 関西・四国 06-4967-1356　広島 082-568-2577　福岡 092-771-1536　鹿児島 099-213-1770　那覇 098-834-8084
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